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略語 英文名 和文名 
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AASHTO (米運輸交通担当

者協会) 

ADB Asian Development Bank アジア開発銀行 

ADN National Development Agency (Agencia de 
Desenvolvimento Nacional) 

国家開発庁 

APORTIL Port Administration of Timor-Leste 東ティモール港湾公社 

AS Australian Standard (for Building) オーストラリア建築基
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AS/NZS Australian / New Zealand Standard (for 
Building) 

オーストラリア・ニュジ

ーランド建築基準 

AusAID Australian Agency for International 
Development 

オーストラリア国際開

発庁 

BC Timor Leste Central Bank 東ティモール中央銀行 

BCA Building Code of Australia オーストラリア建築法 

BESIK Be, Saneamento, Ijiene iha Komunidade 
(Timor-Leste Rural Water Supply and 
Sanitation Program (RWSSP)) 

東ティモール地方水

道・衛生プログラム 

BoQ Bill of Quantities 数量明細書 

CAFi Conselho de Administracao do Fundo das 
Infra-estruturas 

インフラ基金評議会 

CKP Charles Kendal & Partners (会社名) 

CPV Commitment Payment Voucher 支払い指示書 

DC District Committee 地方委員会 

DNSA National Directorate of Water Supply 水道局 

DNSAS National Directorate of Water and Sanitation 
(former organization) 

(元)水道局 

DPP Project Planning Deportment (Departermentu 
Projetu Planeiametu)  

プロジェクト計画部

（EDTL 内の部局） 

DRBFC National Directorate of Road, Bridge and Flood 
Control 

道路・橋梁・治水局 

EDTL Electricity of East Timor （ Electicidade de 
Timor-Leste） 

東ティモール電力公社 

ESTATAL Ministry of State Administration and Territorial 
Management (MAEOT) 

自治統括省 

ESPOP Heavy Oil Project Service Team (Ekipa Servisu 
Projetu Oil Pezado) 

重油火力プロジェクト

チーム（MPW 電力 SOS 配

下の部局） 

FAQ Frequently Asked Question よくある質問 

FI Infrastructure Fund インフラ基金 

GPMT Medium Voltage Project Management (Gerente 
Project Media Tensao) 

配電線プロジェクト管

理チーム（MPW 電力 SOS

配下の部局） 

JICA Japan International Cooperation Agency 国際協力機構 

KDD Development District Commission 地域開発委員会 

LM Line Ministry 所管官庁 

MDG Millennium Development Goal ミレニアム開発目標 

MOF Ministry of Finance 財務省 



MOI Ministry of Infrastructure インフラ省（2012 年 9月

までの組織名） 

MPS Major Project Secretariat 財務省大型プロジェク

ト担当国務長官 

MPW Ministry of Public Works 公共事業省 

NPC National Procurement Commission 国家調達庁 

OJT On the Job Training 実地訓練 

O&M Operation and Maintenance 維持管理 

PC Personal Computer パソコン 

PDD I Package of Decentralized Development I 分権化のための地方開

発プロジェクト I 

PDD II Package of Decentralized Development II 分権化のための地方開

発プロジェクト II 

PDID Integrated District Development Plan 総合地域開発計画 

PDIDS Integrated Development Project in Suco Suco ベース地域総合開

発プロジェクト 

PDL Programa de Desenvolvimento Local 地方開発プログラム 

PEN National Electrification Program (Programa da 
Electrificacao Nacional)  

地方電化プログラム 

PO Purchase Order 契約許可書 

RDTL The independent Democratic Republic of 
Timor-Leste 

東ティモール民主共和

国 

RWS Rural Water Supply 村落水道 

SAS Water and Sanitation Service 水道・衛生サービス事務

所 

SDP Timor-Leste Strategic Development Plan 
2011-2030 

中期国家開発計画 

SEFOPE Secretary of State for Policy of Provincial 
Training and Employment 

地方職業訓練政策庁 

SGP Secretariat of Large Project (MPS) 財務省大型プロジェク

ト担当国務大臣 

SNI Serviços Nacional de Inteligência 国家情報庁 

SOS Secretary of State (Secretario de Estado) 国務長官 

TPO Treasury Payment Order 国庫支出注文書 

UNDP United Nations Development Program 国連開発計画 

WB World Bank 世界銀行 

W/C Water Cement Ratio 水セメント比 
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1. 本業務の背景 
 

本業務のカウンターパート（以下、「C/P」と言う。）機関となる国家開発庁（以下、「ADN」

と言う。）は、2011 年 3 月に承認された設置法により設立され、東ティモール国（以下、「東

ティ」国と言う。）におけるインフラ事業の品質の確保、並びにインフラ事業に係る適正な

予算執行の管理を行う機関であり、2011 年 7 月に発表された「東ティ」国の国家開発計画

（2030 年をターゲット年としている。以下、「SDP」と言う。）の実施機関でもある。しかし

ながら、まだ組織設立後間もない ADN は、組織体制が十分には固まっていない。現在雇用

されている多くの技術スタッフが、大学卒業後、当該分野での十分な経験を積んでおらず、

知識・実務経験ともに十分とは言い難い。 

SDP にも掲げられているように、「東ティ」国では、従来にも益して経済インフラ開発が進

められようとしている中、ADN の主要な機能として規定されているインフラ事業の設計審査、

モニタリング、検査 (inspection) に必要な能力強化が早急に求められている。 

また、SDP では、将来的に（2015 年を目標）経済企画庁（Economic Planning and Investment 

Agency。以下、「EPIA」と言う。）を設立する構想を持っており、ADN の機能がその EPIA に

移行していくことが想定されている中、ADN への支援は、EPIA の組織体制づくりのための

重要な協力である。 

さらに、「東ティ」国では、2012 年 3月に新規円借款事業となる「国道１号線整備事業」の

L/A を締結した。「東ティ」国政府にとっては、他ドナー支援を含めて、初の借款事業であ

る。円借款事業の効率的実施のためにも、借款事業の実施・運営に係る経験を全く持たな

い ADN に対し、早急に基本的な知識・技術を習得させる必要がある。ADB、世銀等も続いて

借款を供与するなど複数の大規模インフラの整備計画もあることから、ADN スタッフの能

力向上は急務である。 

このような背景の下、「東ティ」国政府からの要請を受け、JICA は 2012 年 6 月～11 月の期

間、「国家開発庁能力強化専門家派遣」（以下、「フェーズ 1」とする）を開始した。「フェー

ズ 1」では、「道路・橋梁」、「電力」、「給水」、「空港・港湾」の 4 分野に対して専門家を派

遣し、同協力の成果として、ADN の業務全体を定めた業務フロー（関係省庁、コンサルタン

ト、建設業者との役割分担の整理を含む）、品質確保に係る確認作業のためのチェックリス

ト、個別の作業に係るフォーマットから構成される「ADN 業務マニュアル」が策定された。

「ADN 業務マニュアル」は道路・橋梁を中心とした「大型インフラ事業」、給水を中心とし

た「村落開発事業」、「電力事業」の３事業分野に対して策定された（空港・港湾分野につ

いては大型インフラ事業マニュアルを援用する。）。 

本業務では、これまでの協力の成果を踏まえて、C/P 機関となる ADN が、上記円借款事業を

含む大型インフラ案件の実施において、より適切なインフラ開発事業運営を行い、事業の

品質確保ができるようになるために必要な上記マニュアルの定着支援や、必要に応じたマ

ニュアルの改訂支援を行うとともに、基礎的な審査、モニタリング、検査等に必要な技能

を身につけられるよう研修等を行うものである。 
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2. 技術支援組織 
 

2.1 技術支援組織の概要 

 

技術支援の組織図は、図 2.1 に示すとおりである。 

 
 
 

ADN engineers on Road & Bridge of Infrastructure Fund Project  JICA-ADN 

Team ADN engineers on Water Supply of PDID 

ADN engineers on Electric Power of PEN 

 

図 2-1 技術支援の組織図 

 
2.2 技術支援のカウンターパート 

 

現在の ADN の組織図を図 2-2 に示す。 ()は各担当課の職員数を示す。 

 
図 2-2 現在の ADN の組織図 

 

カウンターパートは、図 2-2 に示すグループ 1)、グループ 2)、グループ 3)である。グルー

プ 1)は大型インフラ事業や各省庁の事業(LM)を担当し、グループ 2)は電力事業を担当し、

グループ 3)は村落開発事業を担当する。カウンターパートグループを青色で示す。 

Project Implementation Body 
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2.3 日本人専門家 

 

JICA-ADN フェーズ 2に派遣された日本人専門家は下記の 5名である。 

 

(1) 総括/道路・橋梁計画(1) 松島秀夫 

(2) 道路・橋梁計画(2) 小山次郎 

(3) 給水計画(1) 樋口英雄 (アシスタント 坂本剛夫) 

(4) 給水計画(2) 与田博恭 

(5) 電力計画 内田貢市 

 

3. 技術支援の内容 

 

3.1  活動 

 

本業務では、表 3.1 に示す活動を実施した。 

表 3-1 本業務における活動 

No 本業務内容 従事期間 

1 ADN マニュアルの改訂を行う 2013 年 4 月から 2013 年 8 月 

2 ADN マニュアルを使い ADN の技術者がインフラ事業の設計

審査、モニタリング、検査に関する基礎的な知識(コア技

術)を習得させる。  

2013 年 7 月から 2013 年 9 月 

3 座学研修や実施指導によりADN技術者がインフラ事業の設

計審査、モニタリング、検査を適切に実施できるノウハウ

(基礎知識)を習得させる。  

2013 年 4 月から 2013 年 8 月 

4 関係省庁と調整を行なう。 2013 年 4 月から 2013 年 9 月 

5 人材育成計画を提言する。 2013 年 9 月 

6 セミナー「Workshop on Quality Control through ADN Work」

の開催 

2013 年 9 月 

7 業務完了報告書の作成 2013 年 9 月 

 

3.2  スケジュール 

 

上記の JICA-ADN フェーズ 2の活動は、2013 年 4月から 2013 年 10 月までの 6か月間の工期

内に、表 3-2 に示すスケジュールに沿って実施した。 

表 3-2 JICA-ADN フェーズ 2の活動スケジュール 

内容 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 
ADN マニュアルの改訂        
ADN マニュアルを使用したコア技

術の習得 
       

座学研修による基礎知識の習得        
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関係省庁との連携        
人材育成計画        
「Workshop on Quality Control 
through ADN Work」開催 

       

業務完了報告書作成        
 

3.3  詳細スケジュール 

 

プロジェクト期間中の、JICA-ADN フェーズ 2の日本人専門家現地派遣スケジュールを表 3-3

に示す。 

表 3-3 JICA-ADN フェーズ 2の日本人専門家現地派遣スケジュール 

JICA-ADN TEAM PHASE 2 for Strengthening Institutional Capacity of ADN

Field

Team Leader/Road &
Bridges #1

8th～ 1st Dispatch ～16th 23rd～ 2nd Dispatch ～6th

Mr. Hideo MATSUSHIMA

Sub Team Leader/Road
& Bridges #2

16th～ 1st Dispatch ～3rd 16th～ 2nd Dispatch ～29th

Mr. Jiro KOYAMA

Water #1 16th～ 1st Dispatch ～16th 4th～ 2nd Dispatch ～29th

Mr. Hideo HIGUCHI

Water #1 Assist. 16th～ 1st Dispatch ～16th 12th～2nd Dispatch ～29th

Mr.Takeo SAKAMOTO

Water #2 22nd～　 Dispatch ～22nd

Mr. Hiroyasu YODA

Power 16th～ 1st Dispatch ～29th 11th～ 2nd Dispatch ～29th

Mr. Koichi UCHIDA

Team Leader/Road & Bridges #1 8th Apr ～16th Aug （131days）、23rd Aug ～6th Oct （45days）
Sub Team Leader/Road & Bridges #2 16th Apr ～3rd Jul （79days）、16th Jul ～29th Sep （76days）
Water #1 16th Apr ～16th Jun （62days）、4th Jul ～29th Sep （88days）
Water #1 Assist. 16th Apr ～16th Jun （62days）、12th Aug ～29th Sep （49days）
Water #2 22nd Apr ～22nd May （31days）
Power 16th Apr ～29th May （44days）、11th Jun ～29th Sep （111days）

Apr OctSepAugMay Jun Jul

 

 

3.4  報告書及び成果物 

 

プロジェクトにおいて作成・提出した報告書は、下記に示すとおりである。 

(1) インセプションレポート 

(2) 技術指導計画書 

(3) ADN 業務マニュアルの改訂 

(4) 人材育成計画 

(5) プロジェクト業務完了報告書 
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4. 本業務の活動結果(道路、橋梁(河川計画)) (大型インフラ事

業) 

 

4.1  背景と現状 

 

(1) 全般 

道路・橋梁に係る「東ティ」国の整備状況は、国道でも舗装幅員 5ｍ程度で大型車がすれ違

いできない状況であり、インドネシアの基準である Class A: 舗装幅 7.0 m、 Class B: 舗

装幅 6.0 m, 路肩各 1.0 m の整備を考慮した世銀、ADB、JICA のローンプロジェクトが始ま

ったばかりである。 

道路・橋梁・洪水対策は、公共事業省(MPW)道路・橋梁・洪水対策局が所管する大型インフ

ラ事業、各省庁が所管する所管官庁事業、PDID で取り扱う PDID 事業、ADN が直接管理する

ADN 特別事業等がある。 

(2) 大型インフラ事業 

大型インフラ事業は事業規模が 100 万ドル以上と大きく、一般的に国際入札となる重要な

プロジェクトであるため、ADN のシニアエンジニアが携わっている。大規模な道路・橋梁工

事は大型インフラ事業として扱われている。 

設置法(ADN Decree-Law NO.11/2011)に従い、ADN 組織は(1)総務課、(2)審査課、(3)モニタ

リング検査課、(4)PDID 課(旧 PDD I&II 課)、(5)MDG-Suco 課(ミレニアム開発目標のための

村落課)となっている。 

道路・橋梁グループは 12の地方事務所職員と混合チームで、設置法の(2)審査課、(3)モニ

タリング検査課と(4)PDD I&II 課の仕事をしており、組織内の役割分担が不明確であるが、

道路・橋梁グループの大型インフラ事業は、司令塔になるチームリーダーが一人(Mr. Aleixo 

Amaral do Carmo)であり、チームリーダーは、サブチームリーダー(Ms. Emernciana da Costa 

Maia Freitas)とインドネシア人アドバイザーと協力して、業務を遂行している。 

インドネシア人アドバイザーは 2011 年 8 月から、インドネシア国政府推薦により、8 名の

アドバイザー(道路･橋梁、構造、材料、地質、建築･住宅、積算の 6 分野, 6 月末で橋梁ア

ドバイザーMr. Muhamad が解雇され現在は 7 名)が ADN に雇用されており、ADN の技術スタ

ッフに対する大型インフラ事業の道路・橋梁・灌漑・港湾・建築に関する OJT を中心とし

た協力を行っている。 

インドネシア人アドバイザーは大型インフラ事業に関して若いエンジニアを指導するとい

うより、自身が担当者として、またはシニアエンジニアとともに対処しているため、技術

指導という面では、若いエンジニアの技術の底上げにはなっていない。 

大型インフラ事業に関する ADN の業務内容は ADN Decree-Law No.11/2011 に記載されてい
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るように審査、モニタリング、検査のための書類審査や現地審査を行うことである。審査

については、入札図書提出前だけでなく、概略設計、予備設計の段階から審査を行う業務

が増加している。 

大型インフラ事業に関して、ADN マニュアルは ADN・関係省庁では未だ普及してない。関係

省庁からは提出書類の不備による再提出が多いこと、審査の進捗の不透明性、世銀や ILO

のドナーから手続きの不透明性が指摘されている。また、その後 ADN は提出書類のチェッ

クリストや検査立会人に関する内容を変更したため、ADN マニュアルを改訂した。 

大型インフラ事業に関して ADN マニュアルが ADN において普及していない原因を以下に分

析する。 

大型インフラ案件は ADN のチームリーダー（Alexio）とインドネシア・アドバイザーが扱

っている。チームリーダーは ADN 創設当時からこの業務に従事しているため、手順は彼の

頭の中にある。このため彼らはマニュアルを使わない方が早く処理できる。（現実的には技

術上の審査などは、マニュアルのチェックリストを活用することによって、チェック漏れ

を防ぐことができる。） 

一方、関係省庁、特に MPW が大型インフラ事業の審査・検査申請に ADN マニュアルを使用

しない原因を次のように分析する。 

ADN マニュアルは主として ADN で使用することを目的として作成しているが、部分的に ADN

と関係省庁間のコミュニケーションや書類のやり取りについて規定している。しかし、現

状では両者間のコミュニケーションが極めて悪いため普及していない。 

JICA－ADN チームとして MPW には ADN マニュアルを手渡し、説明を行った。この際、MPW 担

当者は審査・検査時の ADN への提出書類チェックリスト等に関心を寄せた。 

しかし、現状として道路・橋梁などの大型インフラ事業の審査・検査について両者間のコ

ミュニケーションが悪く、事前の連絡がないため、MPW から審査・検査申請が突然 ADN に舞

い込み、その度に大慌てすることも多い。 

上記の様な問題を調整するため、7月 18 日の”ADN RETREAT DARE Ⅱ”において、MPW の大

臣は ADN と MPW 間の調整チームを作ることを明言した。 

以上、当初の問題点を整理すると、以下のとおりである。 

①  インドネシア人アドバイザーは大型インフラ事業に関して若いエンジニアを指導す

るというより、むしろ自身が担当者として対処している。 

② 審査・検査については、ADN 技術スタッフの技術知識及び経験が乏しいため、十分な審

査・検査が行われていなかった。 

②  「ADN マニュアル」への認識は、ADN 技術者のリーダークラスと若手技術者で異なる。 

③  MPW の「ADN マニュアル」への認識は低く、有効に使われていなかった。 

⑤ 審査・検査について ADN と MPW のコミュニケーションは必ずしも良くなかった。 
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4.2  技術支援計画 

 

一般に大型インフラ事業の審査・検査を実施しているのはチームリーダーであるが、今後

はチームリーダーに代わってそれらを実施すると期待されているのはサブチームリーダー

である。若いエンジニアは主に地方事務所において日常的な業務を行っているが、審査・

検査における能力が低い。また、彼等は道路・橋梁とともに、給水や灌漑・建築など多方

面にわたり担当しているので、広く浅い知識を得る必要がある。従って、座学研修にはサ

ブチームリーダー級と若いエンジニアがともに参加するよう呼びかけろこととした。 

大型インフラ事業の審査能力として、1) 実施する予定のプロジェクトの評価、2) プロジ

ェクト形成(フィジビリティ調査結果の審査、新聞等による公開も必要)、3) 契約内容(支

払い条件、技術面、コスト面)の能力が求められる。検査能力として、1) 品質管理、2) 進

捗管理、3) 工事の安全管理の能力が求められる。 

 

具体的な大型インフラ事業の人材育成計画を下記に示す。 

【育成対象者】 

育成対象者は今後、大型インフラの審査・検査を期待されるサブチームリーダークラスで

ある。座学研修では彼らを対象として、現地踏査・計画・設計・施工・入札図書について

講義した。また、この世代には座学研修の中で再三にわたって ADN マニュアルの使い方及

び、審査・検査において ADN マニュアルを使うことの重要性・利便性を説いている。 

この研修には若いエンジニアも参加しているが、上記の講義内容は少々難し過ぎたことが、

講義後のアンケートで判明している。しかし、若いエンジニアもいずれは橋梁や道路の審

査・検査を担当することもあるため、橋梁部品や付属品、道路、河川構造物の名称や機能、

図面の見方についても講義した。 

 

【当初の状況・レベル】 

インドネシア人アドバイザーは道路・橋梁・洪水対策に関するエキスパートであるが、ADN

のサブチームリーダーは、道路・橋梁・洪水対策に関する専門知識を持っている訳ではな

いため、審査や検査、発生する問題への対処方法に対する能力はない。対処方法について

はインドネシア人アドバイザー主導で処理されている。このため、独り立ちできておらず、

今後もインドネシア人アドバイザーを必要とするであろう。 

 

【到達すべきレベル】 

サブチームリーダーはインドネシア人アドバイザーの支援を得ながらも、ADN マニュアルを

使用して審査・検査を進められるようになる。技術的な判断にかかる部分は、当初インド

ネシア人アドバイザーにかなり依存せざるを得ない。技術的判断には下記の基礎的な知識

は必要であるが、基礎知識の上に実践的な経験が付加される必要がある。 
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（１） 入札図書審査段階において問題を指摘し、かつ指導できるレベル 

ア． 橋梁上部工、下部工、基礎工、付属品の計画に関する基礎的知識の習得 

イ． 道路線形、舗装、土工、排水、擁壁、函渠の計画に関する基礎的知識の習得 

ウ． 河川堤防、護岸、床固め、水制、落差工の計画に関する基礎的知識の習得 

エ． 詳細設計、図面に関する基礎的知識の習得 

オ． 施工法に関する基礎的知識の習得 

カ． 入札図書に関する基礎的知識の習得 

キ． BoQ、積算に関する基礎的知識の習得 

（２） 中間払い検査段階において、問題点を指摘し、かつ指導できるレベル 

ア． 大型インフラ事業の中間払い手続きの流れに関する基礎的知識の習得 

イ． 書類検査に関する基礎的知識の習得 

ウ． 現場検査に関する基礎的知識の習得 

エ． チェックリストを使用した品質管理に関する基礎的知識の習得 

オ． チェックリストを使用した数量計測に関する基礎的知識の習得 

カ． 品質管理のためのスペック参照に関する基礎的知識の習得 
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4.3  活動内容 

 

4.3.1 座学研修 (基礎的知識全般を習得するための土曜日コース) 

 

2.1 項【到達すべきレベル】に示した項目について、座学研修により習得を図った。これら

の内容は、ADN マニュアル(FI チェックリスト)の項目とリンクしている。 

橋梁の概要、計画、設計、施工、積算 (計 9 回) 

道路の概要、計画、設計、施工、積算 (計 9 回) 

河川(洪水対策)の概要、計画、設計、施工、積算 (計 9 回) 

実施した具体的な講義内容を下記に示す。 

(ア) 道路 

表 4-1 講義内容(道路) 

No 月日 主題 出席者 

1 5/11 土曜日 Pavement 19 

2 5/18 土曜日 Road width & landslide, slope stability analysis 10 

3 6/01 土曜日 Design speed, plan & profile 3 

4 6/08 土曜日 
Soil condition, design of retaining wall, box 

culvert, landslide 
4 

5 6/29 土曜日 Construction of road, payment 25 

6 7/06 土曜日 Review of above No.1 & No. 2 17 

7 7/13 土曜日 Review of above No.3 & No. 4 14 

8 7/27 土曜日 Comment on Comoro bridge and so on 14 

9 8/03 土曜日 
Comment on pavement materials in Oecussi, cold mix 

and so on 
2 

Sub Total  108 

 

2) 橋梁 

表 4-2 講義内容(橋梁) 

No 月日 主題 出席者 

1 5/11 土曜日 Flow of bridge work & site investigation 19 

2 5/18 土曜日 Bridge plan (Superstructure) 10 

3 6/01 土曜日 Bridge plan (Substructure, Foundation & Accessories) 3 

4 6/08 土曜日 Detailed design & how to read bridge drawings 4 

5 6/29 土曜日 Construction method & tender documents  25 

6 7/06 土曜日 Review of above No.1 & No. 2 17 

7 7/13 土曜日 Review of above No.3 & No. 4 14 

8 7/27 土曜日 Use of ADN Manual 14 

9 8/03 土曜日 Specifications 2 

Sub Total  108 

 

3) 洪水対策計画 

表 4-3 講義内容(洪水対策) 
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No 月日 主題 出席者 

1 5/11 土曜日 Countermeasures against flood 19 

2 5/18 土曜日 Topographic data, hydraulic data, design discharge 10 

3 6/01 土曜日 Channel characteristic, revetment, foot protection 3 

4 6/08 土曜日 Construction of dike, revetment 4 

5 6/29 土曜日 Construction of spur dike, weir 25 

6 7/06 土曜日 Review of above No.1 & No. 2 17 

7 7/13 土曜日 Review of above No.3 & No. 4 14 

8 7/27 土曜日 Comment on Loes river and so on 14 

9 8/03 土曜日 Comment on Tono river and so on 2 

Sub Total  108 

 

また、個別案件の技術指導、簡単な報告書の作成を行い、座学研修で説明した。 

 

4.3.2 現地調査における指導 

 

ADN 職員とともに現地へ赴き、下記の調査・指導を行った。 

ⅰ) Inspection of Bidau upstream River rehabilitation project  

      Date: 24 April, 1day 

      Place: Bidau, Dili 

ⅱ) Inspection of TASI TOLU DRY PORT project by APORTL  

      Date: 25 April, 1 day 

      Place: Dili 

ⅲ) Inspection of a PDID project (Retaining Wall) 

Date: 24 May, 1 day 

      Place: Maubisse Villa 

      Advice: Check points of the verification for tender drawings 

      Place: Dili 

ⅳ) Inspection of Loes River and Bridge 

Date: 8 Jul, 1 day 

      Place: Loes, Liquica 

      Advice: Check points of local scour 

ⅴ) Inspection of Lospalos - Iliomar Road 

Date: 2 Aug, 1 day 

      Place: Losparos 

      Advice: Check points of inspection for payment  

 

（３） 日常業務における指導 

下記の打ち合わせに参加して、指導を行った。 

ⅰ) Meeting for Bidau Bridge 

      Date: 15 May, 1 day 

      Place: ADN 

      Advice: How to design Bidau Bridge superstructure 

ⅱ) Meeting for Dilor Bridge sedimentation 

Date: 6 Jun, 1 day 
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      Place: ADN 

      Advice: Check points of local scour and sedimentation 

ⅲ) Meeting for Road Rehabilitation Design from Christo Rei to Hera 

Date: 4 Jul, 1 day 

      Place: ADN 

      Advice: Check points of local scour by wave 

ⅳ) Meeting for Tono Bridge & River Irrigation 

Date: 13 Jun, 1 day 

      Place: ADN 

      Advice: Check points of the verification of tender drawings 

ⅴ) Meeting for Comoro Bridge Drawings 

Date: 25 Jul, 1 day 

      Place: ADN 

Advice: Check points of the verification of as-stake drawings 

ⅵ) Meeting for Loes Bridge Drawings 

Date: 29 Jul, 1 day 

      Place: ADN 

      Advice: Check points of the verification of tender drawings 

ⅶ) Meeting for Pavement in Oecussi 

Date: 1 Aug, 1 day 

      Place: ADN 

      Advice: Check points of the size of pavement material 

 

4.3.3 大型インフラ事業 ADN マニュアルの改訂                   

 

道路・橋梁を対象とした大型インフラファンド事業の ADN マニュアルはフェーズⅠで作成

したものの、実際のプロジェクトで不都合がないかどうかの検証を行う時間がなかった。

フェーズⅡでは実際に使用するとともに、現状で ADN が使用しているチェックリストを採

用するなど、より実情に合わせるべく下記のような改定を行った。 

ただし、ADN はまだ若い組織であり頻繁に手続きや組織が変更になるため、今後とも常にそ

の時点の ADN の状況に見合ったマニュアルとなるよう、アップデートできる体制を維持す

る必要があることに注意しなければならない。 

 

（１）入札図書の審査 

1) Checklist A” 

【変更内容】現状で AND が使用しているものと差し替えた。 

【変更理由】AND の実情に合わせるため。 

2) “Checklist B” 

【変更内容】実際のプロジェクトでよく使われるパーセンテージを追加記述した。 

【変更理由】マニュアル・ユーザーの便宜のため。 

3) “Checklist C1” 
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【変更内容】詳細な情報を追加した。 

【変更理由】マニュアル・ユーザーの便宜のため。 

4) “Table A”  

【変更内容】過去 6件のプロジェクトにおける下記の契約条件を表にまとめて例示し

た。 

 Implementing Agency 

 Time for Completion 

 Maintenance Period 

 Governing Law 

 Ruling Language 

 Performance Security 

 Delay Damage 

 Maximum Amount of Delay Damages 

 Provisional Sum 

 Total Advance Payment 

 Percentage of Retention  

 Limit of Retention Money 

 Minimum Amount of Interim Payment） 

【変更理由】入札図書を審査する人により適格な判断材料を提供するため。 

5) “FAQ Book” 

【変更内容】FAQ Book の記入例を追加した。 

【変更理由】問題点とその解決方法の記録法を例示し、利用者の便宜を図るため。 

 

（２）中間払いの検査 

1) Form B 

【変更内容】検査立会い人を変更した。 

【変更理由】ADN と協議の結果による。 

2) Checklist D” 

【変更内容】ADN が作成・使用しているチェックリストと差し替えた。 

【変更理由】現状に合わせるため。 

3) “Checklist E” 

【変更内容】チェック項目と仕様書の条項番号を追加した。 

【変更理由】使用者の便宜のため。 

 
4.3.4 大型インフラ事業における関係省庁との調整支援 
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ADN が審査・検査を行う関係省庁の中で、案件数の最も多いのは公共事業省(MPW)である。 

2 年前に AND が発足するまでは、MPW は ADN の審査なしに入札を行い、ADN の検査なしに中

間払いを済ませることができた。その意味では、やはり MPW にとって AND はある程度煙た

い存在と映っても仕方がなく、協調やコミュニケーションは殆どなかった。 

その後、JICA-AND チームがマニュアルを作成し、これに関する説明・協議を重ねることに

より、少なくとも道路・橋梁の担当者レベルでは AND の審査・検査に対する姿勢は理解さ

れてきている。 

また、個々の案件（トノ橋、スワイの災害復旧、オエクシの舗装に関する不具合）で技術

的な協議を重ねることにより明らかに両者の関係は改善されている。 

今後は定期的な意見交換がなされることが最も好ましいが、今の所、一足飛びにそこまで

改善するのは難しいと考える。 

現状では、次の 2項目について MPW に申し入れており、担当者レベルでは好意的に考えら

れている。 

（１） 中間払いのための検査立会い 

中間払いの現場検査は ADN 職員のみにより実施されることが多く、少なくとも MPW の

担当者が立ち会うことはない。ADN マニュアルでは ADN が MPW に対し、MPW 職員、コン

サルタントおよび建設業者のエンジニアの立ち会い、検査に必要な機材と品質管理記

録、図面などの準備を要請することになっている。 

（２） 審査・検査の事前情報 

入札図書の審査、中間払いの検査依頼は突然 MPW から届けられるため、ADN 職員は事前

の準備もなく、大急ぎで現地に急行するのが一般である。このため、MPW に事前に検査

予定の通知を依頼したところ、MPW さえも中間払いの予定を把握していない状況である

ことが判明した。このため、MPW に施工業者から定期的に中間払い要請の予定を知らせ

るよう提案した。 

 
4.4  成果 

 

4.4.1 人材育成の成果 

 

（１）入札図書審査段階において問題を指摘し、かつ指導できるレベル 

座学研修やプロジェクトサイトにおける指導の結果、サブチームリーダーと若いエ

ンジニアの技術力は向上している。 

 

ア．について（橋梁上部工、下部工、基礎工、付属品の計画に関する基礎的知識の習得） 

サブチームリーダー：漠然と持っていた知識が、整理した形で理解できた。 

若いエンジニア：専門用語と、付属品の機能が理解できた。 
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イ．について（道路線形、舗装、土工、排水、擁壁、函渠の計画に関する基礎的知識の習

得） 

サブチームリーダー：漠然と持っていた知識が、整理した形で理解できた。 

若いエンジニア：専門用語と、道路の要求事項が理解できた。 

ウ．について（河川堤防、護岸、床固め、水制、落差工の計画に関する基礎的知識の習得） 

サブチームリーダー：漠然と持っていた知識が、整理した形で理解できた。 

若いエンジニア：専門用語と、洪水対策の概要が理解できた。 

エ. について（詳細設計、図面に関する基礎的知識の習得） 

サブチームリーダー：詳細設計に必要な設計条件が理解できた。 

若いエンジニア：図面の構成が理解できた。 

オ．について（施工法に関する基礎的知識の習得） 

サブチームリーダー：現場の条件により、各種施工法があることを理解できた。 

若いエンジニア：施工法に興味を持った。 

カ．について（入札図書に関する基礎的知識の習得） 

サブチームリーダー：入札図書の構成、それぞれの意義、主要な審査ポイントが

理解できた。 

若いエンジニア：全く関心なく、理解できなかった。 

キ．について（BoQ、積算に関する基礎的知識の習得） 

サブチームリーダー：BoQ、積算の構成、主要な審査ポイントが理解できた。 

若いエンジニア：ある程度理解できた。  

 

（２）中間払い検査段階において、問題点を指摘し、かつ指導できるレベル 

座学及びプロジェクトサイトにおける OJT により、実務への応用が徐々にできるよ

うになってきている。 

ア．について（大型インフラ事業の中間払い手続きの流れに関する基礎的知識の習得） 

サブチームリーダー：既に、理解していた。 

若いエンジニア：中間払い検査の業務の流れは理解できた。 

イ．について（書類検査に関する基礎的知識の習得） 

サブチームリーダー：既に、理解していた。 

若いエンジニア：関心もなく、理解していない。 

ウ．について（現場検査に関する基礎的知識の習得） 

サブチームリーダー：現場で検査すべき項目が理解できた。 

若いエンジニア：関心もなく、理解していない。 

エ．について（チェックリストを使用した品質管理に関する基礎的知識の習得） 

サブチームリーダー：チェック項目とチェック内容が理解できた。 

若いエンジニア：関心もなく、理解していない。 

オ．について（チェックリストを使用した数量計測に関する基礎的知識の習得） 

サブチームリーダー：既にある程度の水準まで理解できていた。 

若いエンジニア：関心もなく、理解していない。 

カ．について（品質管理のためのスペック参照に関する基礎的知識の習得 

サブチームリーダー：対象管理項目がスペックのどこに記載されているか、理解
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できた。 

若いエンジニア：関心もなく、理解していない。 

 

（３） 到達度 

各項目について、目標に対する到達度は、座学研修における態度や質問、前（１）

及び（２）の状況から判断すると概ね次表のとおりである。 

表 4-4 到達度 

習得すべき項目 

到達度 

サブ 

チームリ

ーダー 

若い 

エンジニ

ア 

（１） 入札図書審査段階において問題を指摘し、かつ指導できるレ

ベル 
  

ア． 橋梁上部工、下部工、基礎工、付属品の計画に関する基礎

的知識の習得 
○ △ 

イ． 道路線形、舗装、土工、排水、擁壁、函渠の計画に関する

基礎的知識の習得 
○ △ 

ウ． 河川堤防、護岸、床固め、水制、落差工の計画に関する基

礎的知識の習得 
○ △ 

エ． 詳細設計、図面に関する基礎的知識の習得 ○ △ 
オ． 施工法に関する基礎的知識の習得 ○ △ 
カ．入札図書に関する基礎的知識の習得 × × 
キ. BoQ、積算に関する基礎的知識の習得 ○ △ 

   
（２） 中間払い検査段階において、問題点を指摘し、かつ指導でき

るレベル 
  

ア． 大型インフラ事業の中間払い手続きの流れに関する基礎

的知識の習得 
◎ △ 

イ． 書類検査に関する基礎的知識の習得 ◎ × 
ウ．現場検査に関する基礎的知識の習得 ○ × 
エ．チェックリストを使用した品質管理に関する基礎的知識の

習得 

○ × 

オ．チェックリストを使用した数量計測に関する基礎的知識の

習得 
◎ × 

カ．品質管理のためのスペック参照に関する基礎的知識の習得 ○ × 

 評価基準  ◎：実務に十分実用可能なレベル 

       ○：知識として理解したが、実用には実務経験等更なる習熟が必要なレベ

ル 

       △：知識の初歩を習得したレベル 

       ×：初歩的な知識の理解もない、または全く興味を示さないレベル 

       －：研修や OJT 未実施のため評価不能 

 

サブチームリーダー数人は、座学研修やマニュアルを使用した現地指導により、審査・検

査能力が身に付くレベルまで達成し、若手技術者はサブチームリーダーの指導の下で審

査・検査ができるレベルまでほぼ達成したと言える。 
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4.4.2 道路・橋梁計画(河道計画) (大型インフラ事業)の教材 

 

ADN の社内ラン(http://10.60.4.22:10000/index.php/Main_Page)である ADN share フォル

ダ内に下記のデータで保存し、JICA-ADN チームが帰国後も ADN 技術者が ADN マニュアルや

関連技術資料を使った道路、橋梁、河道計画に関する審査や検査ができるようにする。 

【成果品として残すもの】 

ア 道路、橋梁、河道計画に関する座学研修教材(英語、テトォン語) 

表 4-5 道路、橋梁、河道計画に関する座学研修教材 

1 座学研修 

（道路） 

1-1 Pavement PPT 

1-2 Road width & landslide, slope stability 

analysis 

PPT 

1-3 Design speed, plan & profile PPT 

1-4 Soil condition, design of retaining wall, box 

culvert, landslide 

PPT 

1-5 Construction of road, payment PPT 

1-6 Review of above No.1 & No. 2 PPT 

1-7 Review of above No.3 & No. 4 PPT 

1-8 Comment on Comoro bridge and so on PPT 

1-9 Comment on pavement materials in Oecussi, cold 

mix and so on 

PPT 

.2. 座学研修 

（橋梁） 

2-1 Flow of bridge work & site investigation PPT 

2-2 Bridge plan (Superstructure) PPT 

2-3 Bridge plan (Substructure, Foundation & 

Accessories) 

PPT 

2-4 Detailed design & how to read bridge drawings PPT 

2-5 Construction method & tender documents  PPT 

2-6 Review of above No.1 & No. 2 PPT 

2-7 Review of above No.3 & No. 4 PPT 

2-8 Use of ADN Manual PPT 

2-9 Specifications PPT 

.3 

 

座学研修 

（河道計画） 

3-1 Flow of bridge work & site investigation PPT 

3-2 Bridge plan (Superstructure) PPT 

3-3 Bridge plan (Substructure, Foundation & 

Accessories) 

PPT 

3-4 Detailed design & how to read bridge drawings PPT 

3-5 Construction method & tender documents  PPT 

3-6 Review of above No.1 & No. 2 PPT 

3-7 Review of above No.3 & No. 4 PPT 

3-8 Use of ADN Manual PPT 

3-9 Specifications PPT 

 

イ 公共事業省(MPW)の新しい技術図書(Bridge Design Manual, Road Geometric Design 

Standards) 
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表 4-6 公共事業省(MPW)の新しい技術図書 

 

ウ 改訂した ADN マニュアル 

表 4-7 改訂した ADN マニュアル 

5 ADN マニュア

ル 

(Infrastruct

ure Fund 

Project) 

5-1 1.1 Project Evaluation before Contract Award Word 

5-2 1.2 Project Inspection & Recommendation for 

Payment 

Word 

5-3 Abbex-1 Word 

 

エ 現地指導報告書  

表 4-8 現地指導報告書 

6 現地調査報告

書 

6-1 Bidau upstream River rehabilitation project Word 

6-2 TASI TOLU DRY PORT project Word 

6-3 PDID project (Retaining Wall) Maubisse Word 

6-4 Loes River and Bridge Word 

6-5 Lospalos - Iliomar Road Word 

 

オ セミナー用配布資料 “Handout of Presenter, Workshop on Quality Control through 

AND Work”, 20th September 2013 

表 4-9 セミナー用配布資料 

 

 
4.5  提言（道路・橋梁計画） 

 

4.5.1 問題点のまとめ 

 

道路・橋梁・洪水対策(河川計画)プロジェクトについて、公共事業省(MPW)がしっかり監理

すれば、ADN は簡単に審査・検査するだけであるが、実際は MPW がその職責を果たさないた

め、総理大臣から ADN 技術者は品質管理を含めた審査・検査能力を持つよう言われている。

しかし、ADN 技術者は知識・実務経験とも十分とは言い難い。短期間で道路・橋梁(河川計

画)の知識を得るのは困難である。 

 

4.5.2 プロジェクトに係る提言 

4 MPW 技術図書 4-1 Bridge Design Manual PDF 

4-2 Road Geometric Design Standards PDF 

7 セミナー配布

資料 

7-1 Handout of Presenter (English) PPT 

7-2 Handout of Presenter (Indonesian) PPT 

7-3 Handout of Presenter (Tetum) PPT 
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総理大臣が求める ADN 技術者が品質管理を含めた審査・検査能力を持つようにするために

は、道路・橋梁(河川計画)の知識を習得できるような継続的な教育システムの確立が望ま

れる。下記について提言する。 

a.道路・橋梁の専門家の育成 

道路・橋梁・洪水対策(河川計画)の領域は、非常に広い。従って、多くの場合、専門分野

が分かれるのが一般的である。しかし、ADN の現状を考えると、全ての分野に関してある程

度の知識を習得したインフラ関連技術者を養成する必要がある。一部の ADN 技術者は、道

路や橋梁、河川計画に特化した専門家を育成する必要がある。 

b.持続可能な教育システムの構築 

JICA-ADN チームが去った後も継続して教育をすることが重要である。ADN マニュアルや座

学研修教材を活用し、インドネシアアドバイザーによる座学研修、インドネシアアドバイ

ザーと一緒の ADN マニュアルを使った審査・検査の実施を提案する。 

c.入札図書、特記仕様書の理解 

検査で不適合があり舗装の取り壊しがあった事例では、建築会社の技術者は入札図書や特

記仕様書を読んでいない、理解していないことが判明した。一つの原因は、英語に対する

不慣れであった。国語としてのテトン語、ポルトガル語だけでなく、ビジネス語としての

英語、インドネシア語の教育が必要である。 

d.公共事業省との連携 

ADN と MPW の所掌分担を本来あるべき姿にするために、MPW との連携は重要である。定期的

な会議を行い、審査・検査の月報報告を建設業者に提出させ、審査・検査が効率的に行わ

れるシステムとすることを提案する。 

e.審査・検査の前の準備の重要性 

当初、審査・検査の前の準備は BoQ、工事単価のチェックだけだった。ADN マニュアルを使

って必要書類の提出の確認や技術チェックリスト、座学研修教材を使って提出書類の内容

を把握し、課題・問題点を持ってから審査・検査に入るよう指導した。チームリーダーは

今後も ADN マニュアルを使って審査・検査をすると言い、必要な場合、インドネシアアド

バイザーと一緒にマニュアルの改訂をすると言っている。モニタリングが必要である。 

f.比較検討の開始 

現在の設計計画システムは、一案のみ提示し、そのまま詳細設計、入札図書作成、工事発

注という手順である。概略設計、予備設計(比較検討)が実施されていない。その原因は MPW

も ADN もコンサルタントの概略設計、予備設計(比較検討)の予算を計上していないからで

ある。比較検討を開始できるよう予算獲得が重要である。 

g.データベースの活用 

ADN の業務について、内容がわからない、書式がはっきりしない、審査日程がわからない等

の不満が MPW, ADB, ILO, 世銀等から言われていた。解決するためにセミナーを開催し、説

明を行った。この時のデータは ADN share folder に保存されている。この活用が大事であ
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る。また、ADN の ICT 課は 1)Project Monitoring System, 2)Down load of Template, ADN 

Manual from website of http://adn.gov.tl, 3)Project Mapping System を準備し、情報

の共有や公開を始めた。フェーズ 1で情報の共有や公開を提案したが、ADN 幹部から関係省

庁は ADN の言うように業務を進める必要があり、必要ないと言われていた。フェーズ 2 で

は情報の共有や公開について理解が得られた。この動きが進展する必要がある。 
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5. 本業務の活動結果(電力事業) 

 

5.1  背景と現状 

 

「東ティ国」における電力事業は、「全国送電網及び発電所建設監理プロジェクト」と「中

圧・低圧配電線延伸プロジェクト」の 2プロジェクトに大別される。 

前者は、2 カ所のディーゼル発電所の建設、全長 700km の高圧（150kV）送電線建設及び 9

カ所の配電用変電所の建設からなり、それらの建設は、2013 年 9 月時点で、ほぼ完了して

いる。一方、後者に関しては、電化率 100％を達成するのは、5,000km の中圧（20kV）配電

線の建設が必要であるとされているが、現在、約 1，400km の中圧配電線が建設された段階

である（2011 年のデータでは、「東ティ国」の電化率は約 40％である）。後者のプロジェク

ト、すなわち、配電線の延伸・整備が重要課題となっている。 

配電線整備計画である「配電線延伸プロジェクト」は、エマージェンシー・プロジェクト1の

カテゴリーで発注されていたが、2012 年 9 月、同プロジェクトの適正かつ効率的な実施を

目的に地方電化プログラム（PEN）に関する法令(PEN Decree-Law NO.40/2012)が制定され、

同プロジェクトの監理を行う体制として、公共事業省(MPW)の電力国務長官(SOS)の配下に、 

配電線プロジェクト管理チーム(GPMT)が 2012 年 10 月に設置され、同チームがプロジェク

トの契約、施工監理、支払い検査等を行うことになった。 

調査、設計、契約図書作成、テスト等技術面は、以前から担当していた東ティモール電力

公社(EDTL)のプロジェクト計画部(DPP)が実施している。 

一方、AND においては、チームリーダ(Mr. Miguel)と 7 人のスタッフの合計 8 人(今年から

2名増員)の電気チームが、AND 設立に関する Decree Law に定められた複数のセクションに

横断的に所属する形で電力関連業務を実施しているが、昨年 9 月に発令された地方電化プ

ログラム法(PEN Decree-Law NO.40/2012)に従い、支払い審査の他に契約締結前の審査の業

務が加わった。PEN(地方電化プログラム)委員会が審査を行った後に ADN が審査を実施する

手続きである。 

なお、ADN 地方事務所には電気職がいないため、電気チームで全国の業務を網羅している。 

昨年の Phase1 で作成された AND 業務マニュアルの電力事業に関する部分は、電気チームと

って最も業務量の多い地方電化プログラム法(PEN Decree-Law NO.40/2012)に関する事業に

関して整備されており、PEN の管理・遂行を行うと定められている PEN 委員会と AND との間

では、マニュアルで定義されたフォームが実際に使用され、その間のやり取りが行われて

いる。 

                                                 
1 エマージェンシー・プロジェクトは、退役軍人対応のプロジェクトであり、政治色の強いもの

で、一般に言われているように災害復旧等の緊急時に対応するものではない。契約金額の制限も

なく、施工業者の資格審査はあるが随意契約であり、BOQ 及び図面のみで仮発注し工事が開始あ

されていた。法律上で明記されたものでもなく、批判が生じていた。 
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しかし、マニュアルの一部として作成された「配電線検査用のガイドライン」については、

活用されているとは言い難い状態である。同ガイドラインは、そもそも、電力チームが利

用していたインドネシア電力公社 PLN の技術ガイドラインを抜粋した形となっている。PLN

の技術ガイドラインは、5分冊、数百ページから成り立ち、現場で参照しにくいものである

ことは否定できない。しかし、とはいえ、抜粋版では、十分な参照資料に成り得ないこと

もある。 

また、同ガイドラインを利用するような品質検査は、支払い検査に相当し、実施時期が集

中する傾向がある。一方、審査期間は限定されているため、品質検査に十分な時間を費や

すことが困難な現状がある。例えば、4日間の東部地方出張での 7カ所の中圧配電線の支払

い検査に同行したが、1カ所の中圧配電線には、平均 200 本の電柱が建設されており、これ

ら全ての電柱および付帯する絶縁体等の配電用設備の品質検査は事実上不可能であると言

える。 

また、本来、PEN 委員会あるいは EDTL が技術的観点からの検査を十分に終えた上で、ADN

に支払い要求が回付されることを前提とした仕組みになっているが、ADN のエンジニアは、

その前提となるべき検査結果を信頼していない状況にある。そのため、本来、ADN の電力チ

ームが所有する必要のない電力アナライザー（電力、電圧及び電流等の測定装置）を購入、

PEN 委員会あるいは EDTL の検査結果の再確認を試みようとさえしている。 

以上、現状を整理すると、以下のとおりである。 

① 合計 8人の電気チームは全国を網羅した業務を実施している。 

②  ADN 業務マニュアルで定義された FORM 及び Checklist は、実際に使用され、ADN－PEN

委員会間のやり取りが行われている。 

③ 「配電線検査用のガイドライン」を使用した検査は、時間的に難しいため、ガイドライ

ンは活用されていない。 

④  PEN委員会あるいはEDTLの検査は十分に行われていないとANDの電気チームのスタッ

フは考えている。 

 

5.2  技術支援計画 

 

電気チームは、2011 年 8 月に設立され、2.3 で述べたようにチームリーダ以下 8 名のチー

ムで Dili のオフィスを拠点とし、全国を網羅した業務を実施している。「東ティ」国の電

力事業は、「全国送電線・発電所建設プロジェクト」と「全国電化プログラム（PEN）」に大

別され、後者を実施する組織として PEN 委員会が 2012 年 9月に設立された。電気チームに

おける業務の多くは、PEN 委員会の検査結果の確認・認証業務であるため、Phase1 におけ

る AND 業務マニュアル作成は、PEN に関する業務に的を絞って、行われた。 

 

フェーズ 1において、JICA 専門家は、以下を電気チームの課題とした：(i)実務経験の少な

さと電力に関する知識の欠如、(ii)問題解決に対する積極性の欠如、(iii)若手技術者の指
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導者の不在、(iv)業務改善への無関心、(v)不十分な書類準備での検査開始、(vi)品質検査

の不十分さ、(vii)品質検査のための知識や方法の欠落、および(viii)検査結果の連絡不足。 

 

特に、品質検査に関する問題が重要視され、電気チームが利用していたインドネシアの電

力公社、PLN の「配電線基準」を基に、AND 業務マニュアルの付録として「配電線の技術的

検査に関するガイドライン」(以下、ガイドラインと呼ぶ)が作成された。 

 

一方、フェーズ 2 の開始直後においては、電気チームの各技術者は後述するように各自の

専門領域を持ち、電気チーム自体、良くまとまっているように見受けられた。しかし、チ

ームリーダの話によれば、彼らの電力技術者としての基礎知識は十分でなく、基礎知識は、

日常業務の品質確保だけではなく、関連組織の技術者との関係をスムーズにするので、電

力工学に関する座学研修に非常に期待しているとのことであった。 

 

こうした背景の下に、作成した具体的な電力計画人材育成計画を示す。 

 

【育成対象者】 

チームリーダを除く電力チームメンバー全員が育成対象者である。具体的には、 

 
Mr. Maximum dos Santos (発電所) 

       Ms. Ana Maria Guterres (送電線) 
        Mr. Camilio de Jesus (変圧器及び接地) 
        Mrs. Angelica da Costa (雷絶縁) 
        Mr. Deolindo de Fatima Marques (配電線) 
        Ms. Suzana Silnala (保護システム) 
        Mr. Olivio Marcus (変電所) 
なお、ここで（ ）内は、各自に割り当てられた主担当業務を示す。 

 

【当初の状況・レベル】 

Phase1 においては、技術者の検査能力の未熟さが指摘されていた。しかし、Phase2 におい

ては、検査能力に特別な未熟さは見受けられず、十分な電力工学関係の基礎知識、実務経

験を持っているとは言えないが、検査に限定するならば、各メンバーが 2 人一組になって

実施することができるレベルに達していた。これは、中圧及び低圧配電線の建設工事は、

場所が異なっても、技術的な確認点にあまり相違がなく、多くのプロジェクトの検査をル

ーチンワークとして実施する中で、自然に OJT が行われて来たことが理由ではないかと考

える。もちろん、その間のチームリーダの努力が、大きなものであったこと、フェーズ 1

における技術指導が基になっていることは間違いない。 
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【到達すべきレベル】 

上述のように、電気チームの技術者は、現在の日常業務に関しては、問題なく実施してい

る。また、ADN 業務マニュアルに関しては、その Form および Checklist は ADN と PEN 委員

会（EDTL）との間で順調にやり取りされている。 

 

Electrical Team のメンバーは本来、EDTL 等が技術的問題点をクリアした後に、その確認

をするための能力が求められている。しかし、現状は、設計・施工業者に対し、問題点を

直接指摘し、かつ指導する必要に迫られている。また、近い将来、2カ所目の発電所の運開

を控え、給電指令関連施設に係わることも予想される。さらに、今後、発電所、変電所お

よび送電線のメンテナンスが実施されることになり、その際には、その分野の知識が要求

される。そのため、発電、送電、変電及び配電に係わる電力工学全般に関する基礎知識を

習得する必要がある。 

 

具体的には以下のような分野に関する知識が必要とされ、それらの知識が実地訓練（OJT）

により能力として身につく。 

 

(1) 完成検査等のような業務に必要な知識 

完成検査のような業務には、電力系統に存在する設備に関する知識が必要となる。 

i) 発電所（主にディーゼル発電所）に関する知識 

ii) 変電所に関する知識 

iii) 送配電システムに関する知識 

iv) 再生可能エネルギー（主に太陽光発電）に関する知識 

 

(2) 電力エンジニアとして必要な知識 

 

i) 電力潮流解析に関する知識 

ii) 電力系統の安定度に関する知識 

iii) 電力系統解析結果の評価に関する知識 

 

なお、電力系統に関する業務だけではなく、施設内配線、家庭内配線といった、いわゆる

「電気工事」に関するプロジェクトの検査の必要もあり、その能力も要求されるが、電気

工事は、電力工学と全く異なる分野なので、ここでは対象としない。 

 

5.3  活動内容 
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5.3.1 座学研修 

  

基礎的知識全般を習得するための座学研修を実施した。【到達すべきレベル】に示した項目

について、表 5-1 に示す座学研修により習得を図った。 

表 5-1 講義内容 

No 月日 主題 出席者 

1 5/25 土曜日 序論、電力工学、送電＆配電 7 

2 6/29 土曜日 発電所（ディーゼル発電所を中心として） 7 

Sub Total  14 

 

なお、当初、8回程度の座学研修を計画していたが、結果的に 2回の実施となった。電気チ

ームリーダーとの協議の結果、土曜日の午前中に座学研修を開催することにしたが、ちょ

うど、多くの検査実施時期と重なってしまい、電気チームのほとんどの技術者が地方出張

で、土曜日に不在であることが続いた。そこで、同リーダーと再度協議し、平日の昼休み

を含めた時間帯に実施することにし、なるべく多くの技術者が参加できそうな日を前もっ

て知らせてもらうこととしたが、技術者の多忙な状況は変わらず、3回目以降を座学研修の

形式で実施することは出来なかった。しかし、表 5-2 に示すように、最低 9 回分（実際に

は、講義内容の関係から数回に分かれるものもある）の座学研修用資料を作成し、全体概

要を説明すると共に、特に重要と思われる資料については、印刷配布し、自習を促した。 

 

表 5-2 講義用資料 

章 No 講座 No 主題 ページ数 

1 1 序論 19 

2 1 電力工学の基礎（復習） 16 

3 1 送電＆配電入門 26 

4 2 発電所（ディーゼル発電） 139 

5 3 変電所 95 

6 4 送電及び配電システム 260 

7 5 電力系統について 57 

8 6 潮流計算 37 

9 7 安定度 69 

10 8 電力系統解析例（PSS/E を用いて） 29 

11 9 電力系統解析結果の用い方 80 

 

 

5.3.2 現地調査等における指導 

 

電気チームの技術者とともに現地へ赴き、下記の調査・指導を行った。 

a. Observation of Hera Power Plant 

      Date: 18 Jun (Tue.) 

     後述するように、Observation で判明したこと（進相運転状態）に係わる
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状況説明、原因と対策を説明した。また、シミュレーションも実施した。 

b. Business trip to an eastern part district. 

      Date: 9 July (Tue.) to 12 July (Fri.) 4days 

      Place: Hera, Manatuto, Viqueque, Baucau, Lospalos, Iliomar 

Situation:  

 Inspection of middle / low voltage distribution lines 

 Observation of photovoltaic pump system 

c. Observation of Betano Power Plant 

Date: 6 Aug (Tue.) 

Situation:  

 checking the condition of the collapse of the completed brick 

wall fence and V-ditch 

  泥噴出の現地調査及び原因・対策に関する一考察について brief report を作

成し、提出した。 

d. Observation of Hera Power Plant 

      Date: 5 Sep (Thu.) 

      Situation:  

 Checking the status of the pump system of the temporary pipe 

line 

状況と対策に関する brief report を作成し、提出した。 

 

日常業務における指導／助言 

  特記すべき事項としては、以下の通り。 

  ・電力チームが購入した”Power Analyzer“の使用方法に関する調査／指導 

  ・太陽光パネル蓄電街路灯に関する調査／報告 

 

5.3.3 電力事業 ADN マニュアルの改訂 

 

PEN を対象とした電力事業の ADN マニュアルはフェーズⅠにおいて、派遣期間終了間際に

PEN Decree-Law の改訂があり、あわてて作成したものの、実際のプロジェクトで不都合が

ないかどうかの検証を行う時間がなかった。フェーズⅡでは実際に使用されていることを

確認するとともに、現状で ADN が使用しているチェックリストを採用するなど、より実情

に合わせるべく下記のような改定を行った。 

他のセクターと比較すると、ADN と EDTL の関係が良好であり、マニュアルのフォーム、チ

ェックリスト等が自助努力で改訂され、技術的な審査・検査においても確立されたものが

あり、それを踏まえて技術チェックリストが作成されているので、下記のようにマイナー

な改定作業であった。 
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ア．Phase1 以降、電気チームで修正した Form および Checklist に関して、改訂した。 

イ．Flow と Schedule の表現に曖昧な点があったので、これを改定した。 

ウ．PEN に関する Decree Law（ポルトガル語）の英訳に誤訳があったため、これに伴う部

分を改定した。 

エ．ガイドライン（インドネシア語の資料を基に作成）の英訳に誤訳があったため、これ

に伴う部分を改定した。 

オ．EDTL が作成した技術基準の記述内容を確認したところ、AND で使用している基準（主

としてガイドラインに記述されているもの）よりも厳しい基準であることが判明したため、

EDTL の技術基準に関連した改訂は実施しなかった。 

 

5.3.4 電力計画(電力事業) における関係省庁との調整支援 

 

電力計画（電力事業）に関する関係省庁は、EDTL および PEN 委員会である。AND の電気チ

ームと関係省庁との間の関係について観察していると、非常に良好であり、特筆すべき調

整支援を実施する必要はないと判断し、調整支援を実施しなかった。 

例えば、PEN 委員会の委員長は、頻繁に電気チームリーダーを訪問し、打合せをしている。

また、EDTL の配電部門マネジャーから電気チームリーダーを介して、JICA-ADN 専門家に日

本での事例紹介等の依頼が来るような状況であった。 

 

5.4  成果 

 

5.4.1 人材育成の成果 

 

座学研修の実施は 2 回であったが、トピックスとして後述するように、別途、予定してい

た残りの教材について資料を配付し、概要を説明する等の工夫により、技術者の技術能力

は向上した。広範囲にわたる電力工学に関する学習用資料を作成したので、彼らの技術能

力向上のための環境を整備することが出来た。 

 

(1) 完成検査等のような業務に必要な知識 

完成検査のような業務には、電力系統に存在する設備に関する知識が必要となる

ので、設備の種類、各設備の働きを中心に資料を作成した。 

i) 発電所（主にディーゼル発電所）に関する知識 

第 2回座学研修出席によって、発電所に関する知識を習得した（資料、4章） 

ii) 変電所に関する知識 

変電所に関する知識習得のため、資料、5章を作成した。 

iii) 送配電システムに関する知識 



 27 

第 1回座学研修出席によって、送配電線システムに関する知識を習得した（資料、

3章）。また、さらなる知識習得のため、資料、6章を作成した。 

iv) 再生可能エネルギー（主に太陽光発電）に関する知識 

第 1 回座学研修出席によって、再生可能エネルギーに関する知識を習得した（資

料、1章）。また、さらなる知識習得のため、参考資料を準備した。 

 

(2) 電力エンジニアとして必要な知識 

第 1 回座学研修出席によって、電力工学の基礎知識を習得した（資料、2 章）。ま

た、電力系統に特化したさらなる知識習得のため、資料、7章を作成した。 

i) 電力潮流解析に関する知識 

電力潮流解析に関する知識習得のため、資料、8章を作成した。 

ii) 電力系統の安定度に関する知識 

安定度に関する知識習得のため、資料、9章を作成した。 

iii) 電力系統解析結果の評価に関する知識 

電力系統解析結果の評価に関する知識習得のため、資料、10、11 章を作成した。 

 

 

 

（４） 到達度 

各項目について、目標に対する到達度は、座学研修における態度や質問、前（１）

及び（２）の状況から判断すると概ね次表のとおりである。 

表 5-3 到達度 

習得すべき項目 到達度 

（１） 完成検査等のような業務に必要な知識  

i) 発電所（主にディーゼル発電所）に関する知識 ○ 

ii) 変電所に関する知識 ○ 

iii) 送配電システムに関する知識 ◎ 

iv) 再生可能エネルギー（主に太陽光発電）に関する知識 － 

  

（２） 電力エンジニアとして必要な知識  

潮流計算に関する知識習得の例 

Hera 発電所を視察した際に、発電機が進相運転状態（無効電力出力が負の値）にあること

に気付き、その原因と対策を検討し、まずは、簡単に説明した。この説明により、自国の

電力系統の運用状況に関する認識度が高まった。また、電気チームリーダは、このことを

ADN の全体会議で、発表した。 

その後、東ティモールの電力系統（送電系統）のモデルを、シミュレーションツール（PSS/E）

を利用して作成し、そのモデルを用いて、発生している現象を示す（再現する）シミュレ

ーションを実施した。さらに対策が有効であることを示すシミュレーションも実施するこ

とができ、実際の条件と、その潮流計算での利用方法を具体的に示した。 
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i) 電力潮流解析に関する知識 △ 

ii) 電力系統の安定度に関する知識 － 

iii) 電力系統解析結果の評価に関する知識 △ 

 評価基準  ◎：実務に十分実用可能なレベル 

       ○：知識として理解したが、実用には実務経験等更なる習熟が必要なレベ

ル 

       △：知識の初歩を習得したレベル 

       ×：初歩的な知識の理解もない、または全く興味を示さないレベル 

       －：研修や OJT 未実施のため評価不能 

5.4.2 電力の教材 

 

ア 電力に関する座学研修教材(英語、テトォン語) 

表 5-4 電力に関する座学研修教材 

1 座学研修 

（電力） 

1-1 Introduction PPT 

1-2 Quick Review of Basic Power Engineering PPT 

1-3 INTRODUCTION to Electric Power Transmission & 

Distribution 

PPT 

1-4 POWER STATION (Diesel) PPT 

1-5 SUBSTATION PPT 

1-6 Transmission and Distribution System PPT 

1-7 Power System Study PPT 

1-8 Power FLOW ANALYSIS PPT 

1-9 Power System Stability PPT 

1-10 An Example of Power System Analysis (Using 

PSS/E) 

PPT 

1-11 How to Use the Result of Power System Analysis PPT 

 

イ 改訂した ADN マニュアル 

表 5-5 改訂した ADN マニュアル 

2 ADN マニュア

ル 

(Power) 

2-1 1.1 Project Evaluation before Contract Award Word 

2-2 1.2 Project Inspection & Recommendation for 

Payment 

Word 

2-3 Abbex-1 Word 

 

 
5.5  提言（電力計画） 

 

5.5.1 問題点のまとめ 

 

電力系統工学の領域は、非常に広い。従って、多くの場合、発電、送電、変電、および配

電といったように専門分野が分かれるのが一般的である。しかし、ADN の現状を考えると、
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全ての分野に関してある程度の知識を習得した電力系統技術者を養成する必要がある。短

期間で広範囲の知識を得るのは困難である。 

 

5.5.2 プロジェクトに係る提言 

 

各分野の知識を習得できることができ、かつ各分野の関連性を理解することができるよう

な継続的な教育システムの確立が望まれる。下記について提言する。 

a. 特化したチームとしての育成 

電力チームは他セクターと異なり、電力だけに特化した 8 人のチームであり、計画的な指

導を行うと効果が発揮しやすい特徴がある。この点を踏まえ、座学研修用の資料を効果的

に利用したり、ADN マニュアルを使用して審査・検査をすることを推奨する。 

b. ADN マニュアルの改訂について 

電力のチームリーダーは、ADN マニュアルを使ってシステムとして審査・検査ができること

が重要であることを認識していて、品質向上やミス防止のために、ADN マニュアルを改訂し

たいと言っている。しかし、その作業において、自助努力でできそうであるが、できれば

インドネシアアドバイザーやインターナショナルアドバイザーの支援が必要と言っている。

電力にはインドネシアアドバイザーやインターナショナルアドバイザーがいないことを踏

まえ、その支援ができることを推奨する。 

c. PLN 大学の活用 

電力のチームリーダーは、電力のすべての分野の技術力の向上を図ることの重要性を理解

し、毎年、計画的にインドネシアの電力公社、PLN が開催している講座、「PLN 大学」へ技

術者を派遣している。インドネシアの電力公社、PLN が開催している講座、「PLN 大学」へ

の研修派遣を継続することを推奨する。 

d. JICA 等ドナーの海外研修の活用 

電力のチームリーダーは、2012 年 9 月に 5 カ年計画の中で、全国津々浦々まで配電できる

ようにすること、太陽光や風力を利用した再生エネルギーの活用を図ることを、総理大臣

が発表したことを受けて、大規模な配電網の維持管理方法や再生エネルギー活用の最新技

術の習得の必要性を理解している。電力のチームリーダーは JICA 等ドナーに海外での研修

を要望していることを踏まえ、JICA 等ドナーの企画する海外研修への派遣を推奨する。 
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6. 本業務の活動結果(村落開発事業) 

 

6.1  背景と現状 

 

水道に係る「東ティ国」の整備状況は、2010 国勢調査(Census)によれば、安全な水の利

用可能な人口は全体(110 万人弱)の 66%で、水道普及率(配管による給水、供用水栓を含む)

は都市部で 65.3%、村落部で 37.8%である。安全な水の確保は、経済・社会開発の重要な要

因の一つであるとともに、国民の健康や子供・女性の水汲み労働からの解放に関わる重要

な問題であり、水道の整備が急がれている。 

水道は、公共事業省水道・衛生総局（DNSA）が所管する Urban Water Supply と自治統括

省(ESTATAL)が所管する Rural Water Supply に大別され、PDD で取り扱う案件は、Rural Water 

Supply またはそれ以下の規模のものである。 

PDD プロジェクトは、予算規模が 50 万 US ドル以下の小規模インフラ案件であり、建築、

道路、灌漑水路、河川、水道・衛生施設等の多くのセクターが含まれている。また、単年

度事業であり、一人の職員で多くのプロジェクトを抱えている。PDDI&II セクションは PDD

事業を統括する機能と他の 12 の District 事務所と同様 Dili District 事務所の機能を併

せ持っている。5月から 6月が審査期間で、8月から中間払い検査が始まり、年度末（12月）

の完成検査まで検査期間が集中し、特に忙しい時期になる。 

今年から PDD と PDL が統合されて PDID となった。ADN では PDID の業務等を円滑に行う

ため、今年から Mobile Team を結成し、District におけるプロジェクトの検査を担当させ

ることとしたが、必ずしも機能しているわけではない。また、6 月末には新規職員 15 名を

採用し、7月いっぱい研修を実施した後、8月から District 事務所等に配属した。 

PDD プロジェクトは小規模なため、比較的簡易な内容のプロジェクトが多い。また、職員

の業務状況から、案件審査においては積算のチェックに重点が置かれていると見受けられ

る。PDDI&II セクションに持ち込まれる苦情は、支払いに関すものが多く、反対に職員は、

検査に行っても、立ち会うべき施工業者が不在であったといった不満が多い。 

2012 年の実績は PDD-I が 390 件、PDD-II が 121 件となっている。教育省、自治統括省

(ESTATAL)、農業省の三省が所管する案件が多く、その他インフラ省（現公共事業省）や健

康省等が所管する案件がある。水道関連案件は、PDD-I においては 35件（件数ベース：9％）

で、そのうち新規水道建設案件は 16 件、残り 19 件は主に既存施設の修理・改修案件であ

る。PDD-II においては 3件（件数ベース：2％）で、すべてが新規建設案件である。 

2013 年の PDD 全案件数及び水道案件数は、表 6-1 のとおりである。2012 年までの案件に

ついては、教育省、自治統括省(ESTATAL)、農業省、公共事業や健康省等が案件の内容ごと

に所管していたが、PDID については原則 ESTATAL が所管することとなっている。 

表 6-1 PDID の案件数 

カテゴリー 全案件数 水道案件数 

PDID PDD-I 314 31 
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PDD とは別カテゴリーの事業であるが、MDG Suco においても水道に関する問題を抱えて

いる。MDG Suco は定住化政策に基づく住宅団地開発プロジェクトである。MDG Suco ガイド

ラインによれば、この住宅団地への給水（各戸給水）は、公共事業省 DNSA 所管の公共水道

または近くに井戸を掘り確保することが前提になっており、水道施設計画は MDG Suco プロ

ジェクトの設計図書に含まれていない。しかし、住宅団地開発が行われている地区は市街

地から離れていることが多く、そのような地区では公共水道からの給水が見込めない。開

発地近くで井戸を掘って水が出ればよいが、水が出なければ給水できないということにな

る。 

そのため、MDG Suco 担当者の水道に関する専らの関心は、井戸を掘る適地はどこかとい

うことである。座学研修においてもそのような質問があったし、「Gleno，Ermera District」

の調査時においても同様の質問を受けた。さらに、この調査個所においては、住宅や街路、

側溝等はほぼ完成し、水道施設のみが全く未完成（井戸を掘ってみたが水がでない状況）

であった。 

 また、5月 7日から 10日にかけて行われた Lospalos, Baucau, Viqueque, Manatuto での

MDG Suco の検査では、次のような点が指摘されている。 

・井戸は掘られているがポンプがついていない 

・コンクリート用の砂の質が悪く、配水タンクのコンクリート打ち継ぎ目から漏水し

ている 

・家は建ったが給水施設が整備されていない 

MDG Suco においても、PDD 案件同様の問題を抱えているといえる。 

PDD-I＆II セクションにおける「ADN 業務マニュアル」の使用状況については、4月から

6月までの新規プロジェクト審査期間において、利用されているところはほとんど確認され

ていない。しかし、年間 500 件以上案件が処理されていることからも分かるように、事務

的業務は比較的スムーズに進捗している。技術的な問題は別として、インフラファンドに

見られるような省庁間の未調整による事務の遅れは見られない。一方、支払いのための書

類審査においては、チェックリストが使われており、不足している書類について、チェッ

クリストを使って申請者に説明している。 

設計審査や完成検査における技術的事項について、チェックリストが活用されているか、

確認できていない。しかし、フェイズ I で作成されたチェックリストは項目ごとの簡単な

表記となっており、このチェックリストを有効に活用するためには、その項目に関する技

術的基礎知識が必要である。PDD 案件については、設計・施工会社も技術レベルが低く、チ

ェックリストによる技術的チェックに耐えうるレベルに達していない。また、ADN 職員の現

状の技術レベルを考えれば、全くの形式的審査・検査となってしまう恐れがある。 

以上、現状の問題点を整理すると、以下のとおりである。 

① PDD 水道案件の設計図に記載されている内容は不十分で、設計図どおり施工するこ

とは不可能に近い。 
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② 山間地における詳細な設計図の作成には、施設が単純な割には多大な費用が必要

となる。 

③ 不十分な設計図書と ADN 技術スタッフの水道に関する技術知識及び経験を考慮す

れば、十分な技術的審査が行われているとは考えにくい。 

④ 設計図と現地との相違が甚だしく、現場合わせの施工が行われているため、通常

の完成検査ができない。 

⑤ 水道工事の知識が乏しい施工業者の場合、安価な材料や容易な施工方法を選ぶ傾

向にある。 

⑥ MDG Suco の住宅計画においては、水道を一体的に計画していないため、住宅はで

きても水道が敷設されていないということが起こっている。 

⑦ 「ADN マニュアル」への認識が低く、有効に使われていない。 

⑧ チェックリスト（技術的部分）を使いこなすまでの技術レベルに達していない。 

 

BOX 1： PDL、PDD と PDID 

PDL（Program of Local Development: 地方開発プログラム）は地方分権への試行として、自

治統括省により 2004 年に導入された。このプログラムを通して、小規模の開発計画についいて、

その優先順位を決め、予算、財務管理と現地調達や契約事務を取り扱う組織が District や

Sub-district に作られた。 

PDD（Development Package for Decentralization: 地方分権化のための開発パッケージ）は

農山村のインフラ整備に地元企業の参加を奨励するために、2010 年に総理府により導入された。

この政策により、このプログラムを通して、地元業者が多くのプロジェクトを行っている。プロ

ジェクトの選択は中央政府レベルで行われ、プロジェクトが選択された後は、KDD（District 

Development Commission: ディストリクト開発委員会）が、地元業者の査定評価、計画・設計の

審査、契約、及びプロジェクトの実施を監視・監督する責任を持っている。PDL がボトムアップ

型のプロジェクトに対し、PDD はトップダウン型のプロジェクトと言える。 

PDID（Integrated District Development Plan: ディストリクト統合開発計画）は PDL と PDD

の二つを統合するためのプログラムであり、2013 年から導入された。ディストリクトレベルに

おいて、PDL、PDD に加え、各省庁独自のプログラム及び NGO のプログラムなど様々な開発プロ

グラムに基づく、似たようなプロジェクトが実施されている。ディストリクトレベルには、自治

統括省の地方組織であるディストリクト本部があり、各省庁の支庁がある。更に国家レベルの

様々な影響や思惑を受けたサブディストリクトや suco が加わり、連携が難しくなってきている。

これらを一体的に管理することが、PDID が導入された理由の一つである。 

PDD プログラムにおける KDD は、ディストリクト本部長、ディストリクト本部次長、インフラ

省（現公共事業省）のディストリクトレベルの代表者、関連省庁のディストリクトレベルの代表

者、プロジェクトが実施される Suco や Aldeia からの代表者、サブディストリクト署の長官、

及び必要に応じて技術専門家から構成されていたが、PDID においてはこの構成は変更された。

PDID における KDD の構成は次のとおりである。 

a. ディストリクト本部長（コーディネータ） 

b. ディストリクト本部次長（副コーディネータ） 

c. 関連省庁のディストリクトレベルのダイレクター（メンバー） 

d. サブディストリクト署の長官（メンバー） 

e. サブディストリクト開発委員会で選ばれた Suco 評議会メンバーの 3 人の代表者 

なお、ディストリクトは、サブディストリクトにより構成され、サブディストリクトは Suco

で構成され、Suco を構成する最小単位が Aldeia となっている。 
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6.2  技術支援計画 

 

ADN ではセクター横断的に業務を行っており、水道担当の部署もなく、水道を専門に担当し

ている者もいない。また、PDD のプロジェクトの審査・検査等の実務は地方事務所が担当し

ている。ディリの ADN 庁舎にある PDD-I&II セクションは、本庁機能と地方事務所機能を兼

ねているが、そのほとんどは地方事務所としての業務である。ディリディストリクトは、

郊外の山間部を除き、都市水道が普及しており、Rural Water Supply の案件は少なく、デ

ィリ事務所においては水道に関する業務がほとんどない状況である。 

 一方、モバイルチームは全国の全案件に関与するため、PDD の給水関連プロジェクトにも

関与することになるが、PDD 全案件のうち給水関連プロジェクトは 10％以下のため、全体

の業務に占める割合も低いものとなっている。 

 このような環境で水道専任の技術者を育成することは難しいため、土木技術者として、

水道の基礎知識と水道関係プロジェクトの審査・検査に必要な基礎的知識を習得すること

を目的に育成計画を作成した。 

  

【育成対象者】 

水道分野を担当する部署が ADN 内に無いことから、特別に C/P 及び育成対象者を指名し

てくれるよう ADN 側に要請したが、特に指名がないため、当初、①Mr. Demistocles（PDD I 

& II リーダ）、②Mr. Paul（PDD I & II 中堅エンジニア）、③Ms. Sheila Marinha（MDG Suco

リーダ）の 3 名及び不特定多数の若手技術者を育成対象者と仮定した。しかし、仕事の忙

しさや担当業務内容から、上記 3 名が必ずしも適任ではないことが明らかになり、育成対

象者を絞ることができず、土木技術系のすべてのスタッフを対象とし、座学研修を開始し

た。再度、ADN 側に正式に指名してくれるよう要請したが、正式な指名はなく、PDD-I&II

のリーダの推薦により、①Melenia da c. Barros ②Vidal Guteres ③Lisandro Manuel

の 3 名を仮の育成対象者とした。③の Lisandro は 6 月末に採用された職員のうち１人であ

り、大学において水道技術を学んでいる。本人も水道に興味を持っていることから、こう

した職員を中心に、日常業務の中で重点的に指導していくこととした。 

 

【当初の状況・レベル】 

ADN 技術スタッフ全体の水道に関するレベルは、専門用語（英語）の理解度から判断して、

数名を除き、水道に関する初歩的知識を身に付けている程度と推定された。また、担当し

ている業務に関し、現在発生している問題に関し、その原因等について考えることなく、

以下の例に示すとおり、業務を遂行する上の結論だけを早急に求める傾向にあった。 

（例） 

 ・施工は 100％完了したが、水源から配水池に水が届かない。施工会社にこれまで契約金
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るレベルが求められている。しかし、実質的に誰かを指導するためには、実際に知識を実

務に使用した経験の裏打ちが必要である。本 JICA 協力案件においては、以下に示す全項目

について、初歩レベルの知識を習得すること、また半数以上の項目について、知識として

ほぼ十分である（経験を経れば実務に十分実用可能）レベルに達することを目標とする。 

（１）設計審査段階において、問題点を指摘し、かつ指導できる知識 

   ア．Rural Water Supply System に関する基礎的知識の習得 

イ．Rural Water Supply の設計に関する基礎的知識の習得 

ウ．Rural Water Supply の概略設計 

エ．水道管路の基礎的水理学の習得 

オ．PIPECAL または EPANET を使った比較的単純な管路計算 

カ．管路縦断図の重要性と空気弁、排水弁の役割と設置位置に関する知識の習得 

キ．Google Earth などを使った管路縦断図の作成 

（２）施工段階及び完成検査において、技術的問題点を指摘し、かつ指導できる知識 

   ア．工事検査の手順・方法に関する基礎的知識の習得 

   イ．水源施設の検査に関する基礎的知識の習得 

   ウ．コンクリート製の貯水タンクの検査に関する基礎的知識の習得 

   エ．導水管・配水管の検査に関する基礎的知識の習得 

   オ．共用水栓の検査に関する基礎的知識の習得 

 
6.3  活動内容 

 

6.3.1 座学研修 

 

下記の座学研修を実施した。  

（１）実務的技術を習得するためのイブニングコース（午後４：３０～１時間程度） 

4 月下旬頃は、ADN 技術者の業務もそれほど忙しくなかったため、平日の午後 4時半から

1時間程度座学研修を実施することとした。このイブニングコースは比較的暇な時期にでき

るだけ多くの研修をしようという意図で実施されたものであり、体系的な座学研修の一環

として実施したものではないが、内容については研修計画に沿ったものである。 

3.3.1 項（給水計画 ADN 技術者）【到達すべきレベル】に示したうち、（１）ウ、オ、カ

に関する項目について、座学研修により習得を図った。 

① How to Use EPANET with Practice（全６回） 

内容：EPANET（管網計算ソフト）を使ったプラクティス 

延べ参加人数：３９名 

表 6-4 How to Use EPANET with Practice（全６回） 

No 月日 主題 出席者 

1 4/29 月 How to Use EPANET with Practice (1/6) - 
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2 4/30 火 How to Use EPANET with Practice (2/6) 10 

3 5/03 金 How to Use EPANET with Practice (3/6) 6 

4 5/06 月 How to Use EPANET with Practice (4/6) 5 

5 5/08 水 How to Use EPANET with Practice (5/6) 12 

6 5/09 木 How to Use EPANET with Practice (6/6) 6 

計  39 

② Design of Rural Water Supply System (Case Study) （全５回） 

内容：小規模水道施設設計のケーススタディ 

延べ参加人数：２９名 

表 6-5 Design of Rural Water Supply System 

No 月日 主題 出席者 

1 5/13 月 
Design of Rural Water Supply System (Case 

Study) (1/5) 
7 

2 5/14 火 
Design of Rural Water Supply System (Case 

Study) (2/5) 
8 

3 5/16 木 
Design of Rural Water Supply System (Case 

Study) (3/5) 
5 

4 5/23 木 
Design of Rural Water Supply System (Case 

Study) (4/5) 
5 

5 5/28 水 
Design of Rural Water Supply System (Case 

Study) (5/5) 
4 

計  29 

 

（２）基礎知識全般を習得するための土曜日コース 

5 月中旬頃から徐々に業務が忙しくなり、イブニングコースに出席するのが難しくなって

きている。土曜日に実施してほしいと要望が強くなってきたため、イブニングコースから

土曜日コースに切り替えることとした。この土曜日コースは、当初から予定していた体系

的な研修計画を実施したものである。 

3.3.1 項（給水計画 ADN 技術者）【到達すべきレベル】に示したうち、（１）ア、イ、ウ、

エに関する項目及び（２）ア、イ、ウ、エに関する項目について、座学研修により習得を

図った。これらの内容は、ADN マニュアル（PDID チェックリスト）の項目とリンクしてい

る。 

8 月 24 日以降はインドネシアアドバイザーが研修を実施するため、JICA チームの研修は

8 月 17 日を最後にしてほしいという ADN 人事部からの要請があり、工事検査に関する研修

については 8月 17日の１回で集中的に行った。 

基礎知識の習得土曜日コース（全８回） 

延べ参加人数：８３名 

表 6-6 基礎知識の習得土曜日コース 

No 月日 主題 出席者 

1 5/25 土 How to Use EPANET & How to Use PIPECAL (1/1) 16 

2 6/01 土 Design of Rural Water Supply System 3 



 39 

(Introduction, Water Demand)  

3 6/08 土 
Design of Rural Water Supply System (Water 

Source) 
4 

4 7/06 土 Outline of Rural Water Supply System 17 

5 7/13 土 Diagnosis of Rural Water Supply System  14 

6 7/27 土 
Design of Rural Water Supply System 

(Transmission and Distribution) 
14 

7 8/03 土 One point lesson on air release valve 2 

8 8/17 土 Inspection on Rural Water Supply Project 13 

計  83 

 
合計 19 回 151 

 

（３）座学研修の出席者名簿 

表 6-7 座学研修の出席者数 

No. SUBJECT/Name #1 #2 #3 #4 #5 #6 #7 #8 #9 #10 #11 #12 #N-1 #N-2 #N-3 #N-4 #N-5 #N-6
1 EPANET 5/5 3/5 3/5 3/5 5/5 4/5 3/5 3/5 1/5 1/5 --- 1/5 --- --- --- --- --- ---

2 Case Study 4/5 3/5 2/5 2/5 4/5 1/5 3/5 --- 1/5 3/5 4/5 --- --- --- --- --- --- ---

3 Saturday Course 3/8 5/8 5/8 5/8 1/8 3/8 1/8 2/8 3/8 1/8 1/8 3/8 5/8 5/8 4/8 4/8 4/8 3/8

12/18 11/18 10/18 10/18 10/18 8/18 7/18 5/18 5/18 5/18 5/18 4/18 5/18 5/18 4/18 4/18 4/18 3/8TOTAL  

表 6-8 座学研修の出席者名簿 

 

 

 

 

 

 

 

座学研修への出席率が比較的良かったスタッフは以下のとおりである。なお、第 1 回

EPANET 研修の出席者は確認していない。N-で示されている職員は 6 月末に採用された新入

職員で、彼らの出席可能の機会は全 5回であった。 

 

6.3.2 施設調査等における OJT 

  

施設調査及び工事検査に同行し、現地において 3.3.1 項（給水計画 ADN 技術者）【到達す

べきレベル】に示したうち、（２）イ、ウ、エ、オに関する項目についての指導を行った。

また、帰庁後、検査等で見つかった問題点について、対応策を指導した。 

施設調査回数： ５回 

     第 1回 ５月７日（火）～10 日（金）Lospalos, Baucau, Viqueque, Manatuto 

指導内容：MDG Suco プロジェクトにおける中間・完成検査と改善方法 

第 2回 ５月７日（火）Ermera-Dis．Rai Laku Sub-Dis.  

No. Name No. Name (New)
1  Amorin S. Menezes N-1  Jony Rodrigues Varela

2  Adelio Xikenes N-2  Lisandro Manuel

3  Aniceto daCosta N-3  Celvio Justino Alves

4  Emerenciana Maia N-4  Rogerio M. Pires

5  Marioano de Jesus Pinto N-5  Antonio A. L. Araujo

6  Remigio Santos N-6  Diogo Agustinho Pereira

7  Vidal Guteres

8  Joaqueina de Costa Sales

9  Joao do Rego

10  Jose Aparicio Soares

11 Jose Fernando

12 Oscar M. Gomes
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         指導内容：管路縦断図の重要性と空気弁の役割 

     第 3 回 ６月１１日（火）Ermera-Dis. Gleno Sub-Dis. 

         指導内容：Rural Water Supply の概略設計 

     第 4回 ７月３１日（火）Suco Lahane, Dili Dis． 

         指導内容：完成検査と完成した給水施設の問題点及び対応策 

第 5回 ８月１２日（月）～１３日（火）Viqueque Dis． 

          指導内容：完成した取水施設の問題点と対応策 

 最も重点的に指導した内容は、導水管路のエア抜きである。湧水を水源とした場合、取

水地点は山深いところとなることが多く、導水管路の縦断はアップダウンする。工事が完

成し、通水するときに管内の空気を確実に抜かないと、高いところに空気がたまり、この

空気が管内面を塞ぎ、計画通りの流量が流れなくなる。時には全く流れない。上述の第 2

回施設調査の Ermera Dis．で発生していた現象はこの現象であり、この完成検査査によっ

て顕在化した問題点を盛り込んで小規模水道施設設計のケーススタディの内容を作成する

とともに、座学において何度も説明した。 

  

日常業務における個別指導 

ADN エンジニアの個別の要望に応えて、個別指導を行った。また、新人エンジニアに対し

て、彼らの要望に応えて、個別のレクチュアーを２回実施した。指導内容は以下のとおり

である。 

 小規模水道施設の設計 

 EPANET を使った管路解析 

 空気弁の機能と排気方法、水が流れない問題の解決策 

 Google Earth を使った管路縦断図の作成方法 

 

6.3.3 村落開発事業 ADN マニュアルの改訂 

  

ア．PDID Decree Law に基づく改訂 

フェイズ-Iで作成された ADN マニュアル（PDD）は、PDD-I 及び PDD-II の二つのパ

ートで構成されている。しかし、これまでの PDD-I＆II の Decree Law に加え、2013

年から新たに PDID の Decree Law が制定されたため、この Decree Law に基づいて現

マニュアルを改訂した。PDD I & II プロジェクトの管理運営機関や方法は、新たな

PDID Decree Law により統一されたため、マニュアルについても I と II を統合して

書き換えるとともに、新たに PDID 業務手順のフローチャートを作成した。チェック

リストについても PDID に統合したものとした。 

イ．ADN マニュアル（PDID 業務手順）のフローチャート化 

PDD プロジェクトは年間 500 件以上執行されており、現 ADN スタッフ及び関係省庁
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のスタッフは、事務的手順については十分理解しているものと考えられる。そのため、

PDID 業務手順については、現職員よりも新規採用された ADN 職員にとって利用価値が

高いものである。業務の流れがより理解しやすくなるように、文章で書かれている業

務手順をフローチャート化して、関連省庁との関連を明確にするとともに、一見して

理解できるようにした。 

ウ．ADN マニュアル（PDID チェックリスト）の技術的参考資料 

内容が不十分で、かつ現地と甚だしく相違している設計図書をチェックリストに基

づいて事務的にチェックしても、ほとんど意味がない。また、設計者の能力以上に詳

細にチェックすれば、事務が滞るだけである。重要なポイントに絞ったチェックが必

要である。 

完成検査においては、完成した施設が設計図と全く異なる場合が多く、チェックリ

ストに基づく通常の検査は不可能に近い。実務的には、完成した施設がプロジェクト

の目的であるサービスを提供できるかという視点に立った機能面からのチェックが

重要となる。 

現状において、設計・検査に関するチェックリストを使いこなすためには、各チェ

ック項目の背景となっている技術的知識とその重要度や優先度を理解していること

が必要である。そのため、各項目にチェックするために必要な技術的資料を作成し、

チェックリストに添付されるリファレンスとした。このリファレンスは座学研修の内

容や、公共事業省の「Timor Leste Rural Water Supply Guidelines」の内容とも連

動している。 

今後、チェックリストの内容を充実していけば、ADN の技術者にとって、水道技術

ハンドブックとしても役に立つもとの期待している。 

 
6.3.4 PDID（給水計画）における関係省庁との調整支援 

 

PDD の水道プロジェクトには様々な技術的問題があり、DNSA が AusAID の協力を得て、SAS

の組織力強化及び Rural Water Supply の整備に努めている。JICA-ADN 給水担当は、

DNSA-besik(DNSA の中の東ティモール地方水道・衛生プログラム)と情報・意見交換を行い、

東ティ国の Rural Water Supply ガイドラインや AusAID が実施した Rural Water Supply に

関する調査の情報を得る一方、検査時に判明した設計・施工上の技術的問題点を DNSA-besik

側に説明し、SAS の技術的能力の改善を要望した。DNSA-besik は問題点を十分認識してお

り、年ごとに徐々に良くなっている段階であるとの説明であった。 

[提供した資料] 

 PDID 業務手順のフローチャート（案） 

 Rural Water Supply Manual (World Bank Manila Office) 

[提供された資料] 
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 Technical Assessment of the 2011 PDD Rural Water Systems (DNSAbasik) 

 Service Delivery Approach to Rural Water Supply in Timor Leste (Institute for 

Sustainable Futures, University of Technology, Sydney) 

 Timor‐Leste: WASH Sector Brief (Institute for Sustainable Futures, University 

of Technology, Sydney) 

 

BOX 4： PDID（水道）における関係省庁 

 PDD のプロジェクトについては、地方行政レベルで実施されているため、中央政府レベルにお

いて、ADN にとってどのような調整が必要か不明確であった。また、2013 年から PDID の Decree 

Law が発効したため、Rural Water Supply プロジェクトについて、どのような機関がどのように

関与しているか、Decree Law や文献等の調査により整理した。 

公共水道に関する Decree Law No.4/2004 では、Rural Water Supply について、第 5 章「都

市域外における給水」において規定されている。この規定によれば、Rural Water Supply はコ

ミュニティによって指名された水運営グループ（WMG）またはコミュニティ自身によって運営さ

れるとされている。DNSA 管轄下の地方組織である水・衛生サービス（SAS）は、WMG に対し技術

的支援をすることとなっている。また、その水道が複数のコミュニティにまたがる場合は、予算

の範囲内において、建設、運営、維持に関与してもよいとされている。 

PDD-I＆II に関する Decree Law No.18/2010 は、地方のインフラ整備に地元企業の参加を奨励

するために導入された法律で、主に業者の登録と分類格付けを定めたものである。プロジェクト

の選択、プロジェクト費用の積算及び仕様書の作成は各省庁の責任で行われ、その後の業者選定、

契約、及びプロジェクトの監視・監督については、KDD（District Development Commission: デ

ィストリクト開発委員会）の責任となっている。また、PDD-I については自治統括省が運営し、

PDD-II については ADN が自治統括省と協力して運営することになっている。 

 PDID に関する Decree Law No.4/2012 では、PDID の計画と施行は次のものが協議し監視するこ

とによっておこなうとしている。 

a) District Development Commission（ディストリクト開発委員会、KDD）; 

b) Sub-District Development Commission（サブディストリクト開発委員会）; 

c) Territorial Delegations of Ministries in Districts and Sub-Districts（省庁の

地区代表）; 

d) Suco Council（Suco評議会） 

また、PDIDに関するディストリクトと国家レベルにおける関係機関間の調整は、次のミーテ

ィングにおいて行うとしている。 

a) The District Development Coordination Meeting（ディストリクト開発調整ミーティ

ング） 

b) The National Development Coordination Meeting（国家開発調整ミーティング） 

 以上のように、法律的には各省庁・機関の責任範囲が徐々に明確になってきており、関係省庁

間の調整をするシステムも整ってきている。PDD 案件は水道案件を含め年間 500 件以上実施され

てきており、技術的な問題は別として、事務的には比較的スムーズに処理されている。 

中央政府レベルにおいて、PDID を所管するのは ESTATAL であり、水道を所管する官庁は公共

事業省（MPW）の DNSA である。ただし、PDID プロジェクトを実施するのは地方レベルの委員会

組織である KDD であり、実態としては委員会を構成する各組織が役割を分担して実施しているも

のと考えられる。Rural Water Supply プロジェクトについては、ESTATAL の地方組織である

DISTRICT 事務所がプロジェクト案件の調整、予算化、契約、支払い等の事務を担当し、DNSA の

地方組織であるSASがするのが、設計や工事監督などの技術的支援をするのがSASとされている。 

工事の監督業務については、DISTRICT 事務所は契約からその履行までの管理監督権限はある

ものの、工事監督をするだけの技術的能力はなく、SAS には不十分ながら技術職員が配置されて

いるものの監督する権限がはっきりしていない。PDD 導入以降この傾向は強くなってきている。 
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6.4  成果 

 

6.4.1  人材育成の成果 

 

（１）設計審査段階において、問題点を指摘し、かつ指導できるレベルについて 

座学研修やプロジェクトサイトにおける指導の結果、若手技術者の技術力は向上してい

る。 

ア．（Rural Water Supply System に関する基礎的知識の習得）、イ．（Rural Water Supply

の設計に関する基礎的知識の習得）、ウ．（Rural Water Supply の概略設計）について 

 Rural Water Supply System の概略設計の演習(Case Study)を実施し、更にその内

容を座学研修で復習した。数名の若手技術者は演習を完了し、更に座学研修を受け

ていることから、概ねこれらの知識を習得したものと考えられる。 

エ．について（水道管路の基礎的水理学の習得） 

 結果がすぐに出る EPANET の習得には熱心であるが、その基礎となる水理学の習得に

ついては、あまり興味を示さなかった。 

 水道管路の基礎的水理学については、EPANET の習得過程で徐々に理解するようにな

った。 

オ．について（PIPECAL または EPANET を使った比較的単純な管路計算） 

 EPANET について、若手技術者は非常に興味をもってその習得に取り組んだ。 

 初歩レベルから中級レベルの自習用演習問題を配布したが、初級レベルの問題を終

え、中級問題に取り組んでいた。 

 数名の若手技術者から、個人的に指導を依頼され、その結果、EPANET の基本的機能

については概ね理解した。 

カ．について（管路縦断図の重要性と空気弁、排水弁の役割と設置位置に関する知識の習

得） 

 実際に施設が完成しても水が流れないという問題の原因と対策について、OJT 及び

座学研修において、何度も繰り返し説明した。現実にその問題に直面している技術

者は、その重要性を理解した。 

 実際の問題を解決するため、空気弁の詳細について質問し、自ら対応策をたて、実

際に業者を指導した。 

キ．について（Google Earth などを使った管路縦断図の作成） 

 Google Earth の活用については、個人的な指導を行った。その結果、水道案件では

ないが、Google Earth を使って排水路の路線選定を検討していた。 

 Google Earth を使う試みは確認できているが、最終的な管路縦断図の作成までは確

認できていない。 
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（２）施工段階及び完成検査において、技術的問題点を指摘し、かつ指導できるレベルに

ついて 

座学及びプロジェクトサイトにおける OJT により、実務への応用が徐々にできるように

なってきている。 

ア．について（工事検査の手順・方法に関する基礎的知識の習得） 

 契約図書（設計図、仕様書）と完成品の整合性をチェックするのが本来の検査であ

るが、設計図と現地の状況が全く異なる現場において、形状及び数量のチェックに

重点が置かれていた。機能的なチェックについては、単純なものについては十分理

解されているが、複雑なものについては、不十分のものもあった。 

 見えない部分（埋設部分、コンクリートの質、鉄筋量等）の検査について、写真で

確認するよう指導した。ADN の技術者は事柄の必要性を十分理解したが、業者が必

要な分の写真を撮っているかは疑わしく、その点が問題である。 

イ．について（水源施設の検査に関する基礎的知識の習得） 

 水源量の把握の方法や水源施設の構造について、検査現場で指導した。その現場に

おける問題点は理解したが、水源の問題はバリエーションが多く、他の状況でどの

程度対応できるか確認できていない。 

ウ．について（コンクリート製の貯水タンクの検査に関する基礎的知識の習得） 

 外観の検査については、寸法を計測し、マンホールや空気抜きの不備について指摘

している等、十分理解している。 

 鉄筋量の確認については、写真で確認するといっていたが、写真があるかどうかは

不明である。 

 流入管や流出管にバルブがないことを指導したが、水が流れてこないことに意識が

集中していて、その重要性の認識が少なかった。 

エ．について（導水管・配水管の検査に関する基礎的知識の習得） 

 水が流れないことの原因が導水管の敷設状況に起因していることを理解し、後日業

者を指導し、問題解決を図った。 

 地下埋設の設計が地上配管になっていたり、設計にはないところに分岐配管があっ

たりしているが、もともと設計と現状が異なるため、特に問題視していない。 

オ．について（共用水栓の検査に関する基礎的知識の習得） 

 若手技術者は、検査現場において、共用水栓の不備を指摘した。共用水栓は構造が

単純なため、すでに実務に十分実用可能なレベルに達しているものと判断できる。 

 

BOX 3： 技術指導とその成果の事例 

（事例１） 

水源から貯水タンクに水が到達しないプロジェクト-X の完成検査において、エンジニア A の当

初の関心事は、建設会社への契約金額の残り部分の支払であった。この工事において、前渡金及

び中間払い金として既に契約金額の５０％が支払われている。この工事は、他の多くの PDD の工

事でも見られるように、詳細な設計図はなく、導水管は現地の地形に合わせて敷設されていた。



 46 

建設会社の言い分は、貯水タンクの位置は既に決まっていたものであり、工事は完成したのだか

ら、残りの契約金額を支払ってほしいとのことであった。 

JICA-ADN 水道担当は、エンジニア A に次のような指導を行った。 

① プロジェクトの目的は、その区域の住民に給水することである。多くの人が水が来るの

を待っているのだから、そのことを最優先に考えるべきである。 

② そのため、水が流れない原因を究明し、対策を立てて、すぐに実施すべきである。 

③ 新たな建設工事が必要となった場合、設計が原因なのか、工事が原因なのか、その責任

の割合により費用負担をすることになるだろう。 

④ 建設会社も材料や従業員への支払いもあることから、速やかに解決策を見つけ、建設会

社への支払いを行うべきである。 

技術的には、貯水タンクの位置より配管ルートと充水方法（エア抜き）に問題があることが明ら

かであったため、配管ルートの主要部分の高さをチェックすること及びエア抜きの方法について

指導した。 

エンジニア Aは、配管ルートの標高のチェックを指示した。その後、この問題は解決したとの報

告を受けている。 

（事例２） 

プロジェクト-Y の完成検査を、エンジニア B と新人エンジニア C の二人で行った。この水道シ

ステムは一つの既設貯水タンクと三つの新設タンクを直列的に連絡し、それぞれ貯水タンクから

近傍の集落へ給水するものである。給水方式は共同水栓による。 

事例１同様、最下流の貯水タンクとその上流のタンク間は水が流れなかった。Bと Cは、貯水タ

ンクの形状及び導水管の延長を測定した。彼らは自ら次の不備を指摘した。 

 貯水タンクの排気管の不備 

 貯水タンク上部のマンホールの形状の不備 

 導水管（鋼管）の曲げ方の不備 

 共同水栓の構造の不備 

その他、貯水タンクの流入管と流出管にバルブが設置してなかったが、これらの点は自ら指摘で

きなかったため、JICA-ADN 水道担当が Bと Cに問題点を説明した。 

この事例で最も大きな問題は、事例１と同様、貯水タンク間において水が流れないことであった。

B と C は帰庁後、この問題の解決に取り組み、工事業者にエア抜きを３か所設置することを指示

した。また、空気弁は高価のうえ入手困難なため、普通の制水弁などで応用する等の工夫をした。 

 

（３）到達度 

ADN のエンジニアは全体的に知識の吸収に対する意欲も高く、業務も熱心である。プロジ

ェクトサイトにおける JICA-ADN 水道担当の指導に対し、確実に知識を吸収し、経験も積ん

でいる。 

人材育成計画の【到達すべきレベル】に示した習得すべき項目について、目標に対する

到達度は、座学研修における態度や質問、前（１）及び（２）の状況から判断すると概ね

次表のとおりである。 

表 6-9 到達度 

習得すべき項目 到達度 

（１）設計審査段階において、問題点を指摘し、かつ指導できるレベル 

ア．Rural Water Supply System に関する基礎的知識の習得 ○ 

イ．Rural Water Supply の設計に関する基礎的知識の習得 ○ 

ウ．Rural Water Supply の概略設計 ○ 

エ．水道管路の基礎的水理学の習得 △ 

オ．PIPECAL または EPANET を使った比較的単純な管路計算 
○ 
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カ．管路縦断図の重要性と空気弁、排水弁の役割と設置位置に関す

る知識の習得 
○ 

キ．Google Earth などを使った管路縦断図の作成 △ 

（２）施工段階及び完成検査において、技術的問題点を指摘し、かつ指導できるレベル 

ア．工事検査の手順・方法に関する基礎的知識の習得 △ 

イ．水源施設の検査に関する基礎的知識の習得 △ 

ウ．コンクリート製の貯水タンクの検査に関する基礎的知識の習得 △ 

エ．導水管・配水管の検査に関する基礎的知識の習得 △ 

オ．共用水栓の検査に関する基礎的知識の習得 ◎ 

  評価基準 ◎：実務に十分実用可能なレベル 

       ○：知識として理解したが、実用には実務経験等更なる習熟が必要なレベ

ル 

       △：知識の初歩を習得したレベル 

       ×：初歩的な知識の理解もない、または全く興味を示さないレベル 

       －：研修や OJT 未実施のため評価不能 

 

6.4.2 給水計画の教材  

 

以下に示す教材等が JICA-ADN 給水担当の任期中に作成され、参考資料を除きティトン語に

翻訳された。これらの資料は英語版と併せて ADN のデータベースに保存されている。 

ア．クラスルームレクチュアーの教材 

表 6-10 クラスルームレクチュアーの教材 

1 EPANET 1-1 How to use EPANET PPT 

1-2 Practices of  EPANET Word 

2 PIPECAL 2-1 How to use PIPECAL PPT 

2-2 Basic Hydraulics for Water Supply Engineers Word 

3 ケーススタデ

ィ 

3-1 Case Study RWS  PPT 

3-2 Worksheet Case Study Word 

4 座学 

土曜日コース 

4-1 Lesson1.Design of Rural Water Supply System PPT 

4-2 Lesson2.Water Demand PPT 

4-3 Lesson3.Water Sources PPT 

4-4 Lesson4.Water Treatment PPT 

4-5 Lesson5.Transmission and Distribution 

Systems 

PPT 

4-6 Lesson6.Inspection for Rural Water Supply 

Project 

PPT 

4-* Diagnosis of Rural Water System PPT 

4-* Outline of Water Supply System PPT 

4-* WB Rural Water Supply Manual Vol.1 Contents PPT 

 

イ．ADN 業務マニュアル改訂版 

表 6-11 ADN 業務マニュアル改訂版 
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5 ADN マニュア

ル 

5-1 PDID Job Flowchart Word 

5-2 PDID Checklist Excel 

5-3 Annex of Checklist PPT 

 
ウ．報告書等 

表 6-12 報告書等 

6 現地調査報告

書 

6-1 MDG Suco Projects Inspection Word 

6-2 Site Inspection Report (Gleno) Word 

6-3 Site Inspection Report (Lahane) Word 

6-4 Site Inspection Report (Viqueque) Word 

 

エ．参考資料等 

表 6-13 参考資料等 

7 参考資料 7-1 EPANET(Soft) ― 

7-2 EPANET2 MANUAL PDF 

7-3 PIPECAL(Soft) Excel 

7-4 RWS Vol-1 Design Manual PDF 

7-5 RWS Vol-2 Construction Supervision Manual PDF 

7-6 RWS Vol-3 Operation Maintenance Manual PDF 

7-3 PIPECAL(Soft)を除き、インターネットをとおしてダウンロードされたもので

ある。これらについては、商用でない等の条件で、自由な使用が認められている。 

 
6.5  提言（給水計画） 

 

6.5.1 問題点のまとめ 

 

村落水道程度の小規模水道プロジェクトには、早急に克服すべき問題が多くある。設計図

は実際のプロジェクトサイトの状況とは甚だしく異なり、それを請け負う建設会社は技術

的知識も経験も不足している。このような問題は、ADN 技術職員の能力アップだけでは解決

できるものではない。プロジェクトの全過程において、十分コントロールされ、運営され

ることが重要である。 

プロジェクトの計画から完成検査までの工程を模式化すると図 5-1 のようになる。一般

的に、赤枠で囲まれた白抜き文字の部分が、公共事業における公的機関の業務とされる。

ADN は図 5-1 において“verification”と“inspection”の部分を担当している。 
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d. 検査ステージ 

 工事検査は、建設工事が設計書や仕様書などの契約図書に従って行われたかどうかを

確認するために行われる。もし設計図が実際の現場を反映したものでないとすれば、

理論的に検査そのものができないこととなる。検査員は設計図に基づいて検査するこ

とができず、単に施設の大きさを測定し、実際に行われた数量をチェックするのみと

なってしまう。 

 建設後に正しい施設に作り直すように検査員が指示しても、時には取り壊して作り直

さなければならないなど、非常に費用がかかるため、建設会社は抵抗するだろう。施

設が完成後に大きな間違いを見つけたとしても、妥協的な補修で済ますなど、本当に

いい施設に作り直すことは非常に難しい。 

 

6.5.2 プロジェクトの各工程に係る提言 

 

村落水道施設の質を確実に改善することは、ADN だけの力では無理であろう。村落水道に

関わるすべての関係者が協力する必要がある。ADN の果たせる役割はむしろ少ないかもしれ

ない。しかし、それでも ADN のエンジニアは、この改善のための長い取り組みに、先頭に

立って立ち向かっていくべきであろう。 

以下に示す対応策は、国際的な基準に従った理想的なものではなく、第一歩として行う

べき現実的なものである。 

 

a. 設計ステージ 

ほとんど費用をかけられないなど、様々な制約条件下において、村落水道の設計はどの

ようにあるべきかを考える必要がある。現状においては、設計図は参考図程度の意味合い

であり、実際に建設されるべき施設を表したものではない。このような現実的視点に立っ

て、次のように提言する。 

 給水量、給水人口など最低限必要な事項を定義し、その旨、仕様書に明記すること。 

 良い参考図や標準図をできるだけ多く集め、これらを実際の設計に応用すること。 

 現地における地形測量や縦断測量が困難な場合は、少なくても Google アースなどで

情報を集め、管路縦断図を作成すること。 

b. 審査ステージ 

プロジェクトの費用と数量表を優先的にチェックすることは、理に適っている。一方、

現地調査・測量に基づかない暫定的な設計に対し、厳密な技術的審査をしてもほとんど意

味をなさない。審査は、給水サービスの確実性、即ち、その設計で計画水量をその村落の

人々に確実に給水できるかという視点からなされるべきである。 

 乾季においても水源量は十分か確認すること。 

 水源と配水区域の標高、少なくても配水タンクの標高についてチェックすること。 

 維持管理の視点に立って施設が機能を果たすことができるかチェックすること；(例) 

配水タンクの流入管や流出管のバルブの有無。 

c. 建設ステージ 

 このステージがもっとも重要である。インフラストラクチャの質は建設そのものに懸っ

ているといっても過言ではない。本来ならば、建設業者の能力について、事前審査がなさ
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れるべきであろう。業者が決定したのちは、次に示した事項を確実に実施していくことが

重要である。 

 工事の監督者を指名し、業者に対し通知する。 

 施工開始前に、工事の監督者は施工業者に対して、工事の重要なポイントを説明し、

理解させること。 

 工事が始まった後は、監督者はできるだけ多く工事現場を訪れること。 

 工事現場を訪れることができない場合は、施工途中であっても写真の提出を求め、写

真により施工状況をチェックすること。 

 施工業者に対して、定期的（できれば毎週）に工事報告書を監督員に提出させること。 

d. 検査ステージ 

 検査合格書を発行する前に、監督員または ADN のエンジニアは、検査をし、完成した施

設が契約書の内容と合致しているかを確認するため、完成検査を行う。変更があった場合、

契約変更を行い、検査前にその変更に基づいて完成図が準備され、検査前に ADN に提出さ

れなければならない。しかし、PDID プロジェクトの現状をみれば、これだけのことを要求

するのは難しいが、少なくとも、次のことを実施することを推奨する。 

 施設の大きさ等を測定し、数量表をチェックする；管の口径、延長、材質、タンク容

量、公共水栓の設置数。 

 作られた施設が住民や村落の要求を満たすものかどうかチェックする；最大給水量、

末端地区における水圧。 

 貯水タンクにおける流入弁、流出弁の設置の有無。 

 管やタンクからの漏水 

 

 村落水道プロジェクトを実施する目的は、村落や住民に給水することである。水を供給

するというサービスが最優先である。このためにこそ、技術職員のレベルアップを図る意

義がある。 

 

6.5.3 その他  

 

a. MDG Suco 

MDG Suco プロジェクトは給水に関わる問題をいくつか抱えている。MDG Suco プロジェクト

の計画には屋、内配管は別として、水道に関する計画は含まれていない。そのため住宅は

完成したが水がないといったことが時には起こる。水道計画も住宅建設計画にふくめ、地

区開発計画とすべきである。 

 

b. 地下水の調査 

東ティ国は急峻な山国であり、雨水は急激に海へ流下してしまう。一方、地質にもよるが、

降水の一部は地下に浸透する。これらの水は帯水層となり長年にわたり蓄えられ、表流水

のように急激に減少することはない。この国においても地下水は水源として広く使われて

いる。河川水は乾季には非常に少なくなる一方、地下水は年間を通して比較的安定してい

る。もし、この国において、地下水調査の技術が広くいきわたれば、地下水は非常に有望

な水道水源となるだろう。 
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c. 組織と IT 技術の活用 

村落水道プロジェクトの目的は小規模な村落に対して水を供給することであり、国土全

体にわたり広く散らばっており、非常に非効率である。ADN の職員数に比べプロジェクト数

が多く、今後さらに条件の悪いところに給水することが求められることが予想される。こ

れに対応するための組織的整備が必要となってくるだろう。 

今後仕事を効率的に進める一つの方法として、現地を評価するための映像の転送や電子

決済、Google Earth を使った簡易な設計など、IT技術のより一層の活用が有効と考えられ

る。 

d. 人材育成 

ADN が取り扱っている全プロジェクト案件に対し水道プロジェクトの案件の割合はそれほ

ど大きくはない。そのため、ADN エンジニアがすぐに経験を積み重ねることはできない。必

要な経験を得るためには少なくても数年は必要とする。また、水道を担当するセクション

もなく、このような環境にあっては、先輩から後輩、上司から部下といった組織が持って

いる本来も技術継承メカニズムを期待することもできない。また、水道専門の技術者を継

続的に雇っていくことはコスト的にも得策ではない。 

以上のような条件を考えれば、短期のインターナショナルアドバイザーによる定期的な研

修がおこなわれることが望ましい。また、技術者が自習でき、現場においても活用できる

水道技術ハンドブックができれば、これも有用である。研修やハンドブックの作成の際に

は、「The Rural Water Supply Manuals」（WB Manila Office）をベースに、この国の実情

に合わせ、編集することを薦める。 
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7. セミナーの開催 

 

JICA-ADN は“Workshop on Quality Control through ADN Work”と名付けられたセミナー

の開催を支援した。セミナーの目的は改訂後の ADN 業務マニュアルを公共事業省、運輸通

信省等の関係機関に発表するために、9月 20 日財務省 2階の会議室で実施された。 

セミナーの内容は、各発表者が 1) ADN 業務における審査・検査において発生している問題

の説明、2) ADN 業務の進行過程や手順の説明、3)品質管理に関する悪い事例の紹介を行っ

た。 

 

JICA-ADN は下記のような今回の JICA-ADN フェーズ 2の成果について説明した。 

1) ADN マニュアルの改訂 

2) ADN マニュアルを使ったコア技術の取得 

3) 座学研修による基礎的な知識の取得 

4) 関係省庁との連携の強化 

5) 人材育成計画 

6) セミナーの開催 

7) 提言 

 

当日の議論のあらましは下記である。 

1) 開会の挨拶で Director General of ADN, Mr. Samuel は ADN マニュアルで ADN の仕事の

進行過程や手順を理解してほしい。 

2) 公共事業省の橋梁担当の Abrao は取り壊しの問題やトノ橋の問題で ADN と公共事業省の

連携が悪いと質問したのに対して、Mr. Alexandre は取り壊しの問題は特記仕様書に従って

いない品質が悪いものだから取り壊した。また、トノ橋はすでに解決したと説明。 

3) Procurement Director of UNTL, Mr. Martinho は PDID に関して ADN と公共事業省の所

掌分担が明確でないと質問。Mr. Alexandre は ADN Decree-Law と現在所掌分担が明確でな

いことを説明。 

セミナーで ADN の仕事の進行過程や手順を理解できたので有意義なセミナーであった。 

 
セミナーの予定を表 7-1 に示す。 

表 7-1 セミナーの予定 

Item Presenter Time (applx.) 
 Guest Arrival  8:30- 

1) Greeting Mr. Samuel Marçal, General 
Director ADN 

9:00-9:10 

2) Activities of JICA-ADN Team Mr. Matsushima, JICA- ADN Team 9:10-9:50 

3) 
Quality Control and Use of ADN 
Manual on Infrastructure Fund 
Projects 

Ms. Emernciana da Costa Maia 
Freitas, Engineering Civil/Tecnik 

9:50-10:30 

4) Questions and answers/ 
comments for the above All attendance 10:30-10:50 
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5) Coffee Break  10:50-11:10 

6) 
Rapid Assessment of ADN 
ADN’s Role in the infrastructure 
Development Process  

Ms. Carolyn Peterken, Consultant 
AusAID & ADN 

11:10-11:20 

7)  Questions and answers All attendance 11:20-11:25 

8) Presentation ADN Manual for 
Line Ministry Project 

Mr. Januario Maia Guteres, 
Engineering Civil/Tecnik 

11:25-12:05 

9) Questions and answers/ 
comments for the above 

All attendance 12:05-12:25 

10) Lunch  12:25-13:00 

11) Power Quality & Utilization 
ADN Manual Book 

Mr. Miguel M.M.de jesus, Tecnico 
de ADN Power Team 

13:00-13:40 

12) Questions and answers/ 
comments for the above 

All attendance 13:40-14:00 

13) The Presentation of ADN Manual 
Regarding PDID Project 

Mr. Demistocles G.X.F.Cabral, 
Tecnico Civil 

14:00-14:40 

14) Questions and answers/ 
comments for the above 

All attendance 14:40-15:00 

15) Overview of JICA Assistance to 
ADN and Way Forward 

Mr. Horikoshi, JICA Head Office 15:00-15:20 

16) Closing Speech Mr. Alexandre Bruno Sarmento, 
Vice Director ADN 

15:20-15:30 

セミナーに参加したグループごとの参加者数を表 7-2 に示す。 

表 7-2 セミナーに参加したグループごとの参加者数 

NO Name of Group Attendance 
1 Road Bridge & Flood Control of Ministry of Public Works (EPCC) 6 
2 National Housing & Urban Plan (DNHPU) 3 
3 Water and Sanitation of MPW (DNSA) 1 
4 Irrigation and Water management, Ministry of Agriculture (MAF/ 

DNIGA) 
4 

5 Ministry Commerce, Industry and Environment 1 
6 APORTIL of Ministry of Public Works 4 
7 SOS for Policy of Provincial Training and Employment (SEFOPE) 5 
8 Ministry of State Administration and Territorial Management (ESTATAL) 1 
9 International Labor of Organization (ILO) 2 
10 National University of Timor Lorosa (UNTL) 3 
11 Consultant KEI 3 
12 Consultant (AusAID) 1 
 Sub-total of Guest 33 
13 ADN engineers, JICA-ADN Team 45 
 Total 78 
セミナーで配布した資料リストを表 7-3 に示す。 

表 7-3 セミナーの配布資料 

NO Contents Copy 
1 ADN Manual (English Version) 40 
2 ADN Manual (Tetum Version) 50 
3 Handout of ppt data (English Version) 40 
4 Handout of ppt data (Tetum Version) 50 
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5 Handout of ppt data (Indonesia Version) 20 
6 Schedule of seminar 100 
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8. 人材育成計画 

 

JICA-ADN チームの業務結果を踏まえて、技術系スタッフの人材育成計画をまとめた。 

人材育成計画のあらましは、表 8-1 に示すが、内容は背景、全体計画、各セクター毎の計

画となっている。 

表 8-1 計画のあらまし 

上位目標 ADN により、より適切なインフラ開発事業のマネージメントが行われ、事業

の品質が確保される。 
案件目標 以下の分野に関して、ADNにてインフラ事業の設計審査、モニタリング、検

査に係る基礎知識を身につけた人材が育成され、ADNの組織としての機
能が強化される。 
(1) 道路・橋梁計画（河道計画）（大型インフラ事業マニュアルを使用） 

 (2) 電力計画（電力事業マニュアルを使用） 
(3) 給水計画（村落開発事業マニュアルを使用） 

対象者 ADN の全ての技術者 
目標年度 2013 年から 2015 までの二年間 
 
人材育成計画の詳細については、別添の「人材育成計画書」を参照のこと。 



添付資料 

添付資料 1  改訂した ADN マニュアル(英語版) 
添付資料 2  改訂した ADN マニュアル(テトン語版) 
添付資料 3 人材育成計画 
添付資料 4  セミナー配布資料(英語版) 
添付資料 5  セミナー配布資料(テトン語版) 
添付資料 6  セミナー配布資料(インドネシア語版) 
添付資料 7  セミナー終了後のアンケート調査結果 
添付資料 8  座学研修教材(橋梁)(英語版) 
添付資料 9  座学研修教材(橋梁)(テトン語版) 
添付資料 10  座学研修教材(道路)(英語版) 
添付資料 11  座学研修教材(道路)(テトン語版) 
添付資料 12  座学研修教材(洪水対策)(英語版) 
添付資料 13  座学研修教材(洪水対策)(テトン語版) 
添付資料 14  現地調査報告書(道路・橋梁)(英語) 
添付資料 15  座学研修教材(電力)(英語版) 
添付資料 16  座学研修教材(電力)(テトン語版) 
添付資料 17  座学研修教材(給水)(英語版) 

添付資料 18  座学研修教材(給水)(テトン語版) 

添付資料 19  座学研修教材(給水)(インドネシア語版) 

添付資料 20  ケーススタディ(給水)(英語版) 
添付資料 21  ケーススタディ(給水)(テトン語版) 
添付資料 22  PIPECAL(給水)(英語版) 
添付資料 23  PIPECAL(給水)(テトン語版) 

添付資料 24  EPANET(給水)(英語版) 

添付資料 25  EPANET(給水)(テトン語版) 
添付資料 26  現地調査報告書(給水)(英語版) 
添付資料 27  現地調査報告書(給水)(テトン語版) 
 



添付資料 1  改訂した ADN マニュアル(英語版) 
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